
え
た
、
下
見
を
し
て
い
な
か
っ
た
。

皿
月
号
の
（
２
）
で
、
山
歩
き
と
い

う
変
化
の
激
し
い
自
然
環
境
下
の
行
動

で
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
常
識
を

解
説
し
ま
し
た
。
原
稿
を
送
付
し
た
直

後
の
ｎ
月
肥
日
、
千
葉
県
清
澄
山
へ
ハ

イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
た
中
高
年
の
男
女

釦
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
事
故
が
世

間
を
賑
わ
し
た
こ
と
は
ご
存
知
の
通
り

で
す
。
新
聞
報
道
な
ど
に
も
「
安
易
な

計
画
に
批
判
の
声
」
と
報
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
は
こ
の
騒
動
を
題
材

に
我
々
の
安
全
登
山
の
心
得
を
再
度
解

説
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
「
新
ハ
イ
キ
ン
グ
社
」

が
募
集
し
た
日
帰
り
ツ
ァ
ー
で
、
茄
日

午
前
ｎ
時
前
に
千
葉
県
君
津
市
を
出
発
。

石
尊
山
（
３
４
８
ｍ
）
を
経
由
し
、
午

後
３
時
半
に
清
澄
山
（
３
７
７
ｍ
）
の

頂
上
に
あ
る
清
澄
寺
で
迎
え
の
バ
ス
と

合
流
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
午
後

３
時
頃
待
機
し
て
い
た
バ
ス
の
運
転
手

に
携
帯
電
話
で
清
澄
寺
か
ら
直
線
で
約

２
ｍ
に
あ
る
「
麻
綿
原
高
原
の
手
前
に

間
違

重匿Ｉ恒夫の

山歩き教室
（３）

千葉県清澄山の

事故を検証する

①
始
め
て
の
ル
ー
ト
だ

い
る
」
と
連
絡
を
し
た
後
に
音
信
不
通

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
連
絡
が
途
絶

え
て
か
ら
焔
時
間
経
っ
た
”
日
午
前
６

時
別
分
、
ガ
イ
ド
か
ら
対
策
本
部
に
挑

帯
で
連
絡
が
あ
り
、
全
員
の
無
事
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
は
「
林
道
を

歩
い
て
い
て
分
岐
点
を
見
落
と
し
道
に

迷
っ
た
。
初
め
て
の
ル
ー
ト
だ
っ
た
し

暗
く
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
以
上
動
く
と

危
な
い
と
判
断
し
て
ビ
バ
ー
ク
（
野
営
）

し
た
。
携
帯
電
話
の
ほ
か
に
無
線
機
も

持
っ
て
い
た
が
通
じ
な
か
っ
た
。
取
っ

た
処
置
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と

報
告
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ガ
イ
ド
が
間
違
え
れ
ば
一
蓮
托
生
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
参
加

者
も
地
図
と
コ
ン
パ
ス
の
挑
行
が
必
要

で
、
ガ
イ
ド
は
下
見
な
ど
の
準
備
も
必

要
で
す
が
下
見
よ
り
必
要
な
の
は
読
図

力
で
、
ど
ん
な
状
況
下
で
も
道
に
迷
わ

な
い
こ
と
で
す
。

②
携
帯
も
無
線
機
も
通
じ
な
か
っ
た
。

ガ
イ
ド
が
３
人
も
い
た
わ
け
で
す
か

ら
、
１
人
か
２
人
が
少
し
移
動
し
て
連

絡
を
試
み
る
と
か
、
連
絡
の
取
れ
る
と

こ
ろ
ま
で
動
く
と
い
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ガ
イ
ド

に
は
そ
れ
く
ら
い
の
力
量
が
必
要
で
す
。

ま
た
山
で
は
携
帯
は
通
じ
な
い
も
の
と

心
得
る
べ
き
で
す
。

③
暗
く
な
っ
た
の
で
ビ
バ
ー
ク
し
た
。

こ
の
判
断
は
悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ガ
イ
ド
や
参
加
者
の
力
量
が
も
う
少
し

あ
れ
ば
夜
間
の
行
動
も
可
能
な
ル
ー
ト

で
し
た
。
ま
だ
気
温
が
そ
ん
な
に
低
く

な
か
っ
た
の
で
無
事
で
し
た
が
、
た
と

え
日
帰
り
で
あ
っ
て
も
雨
具
、
防
寒
具
、

非
常
食
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
の
準
備
が
必

要
で
す
。
特
に
最
近
は
軽
量
志
向
で
小

型
で
軽
量
な
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
最
低
で
も
５
時
間
以

上
の
点
燈
時
間
と
ス
ペ
ア
の
電
池
を
用

意
す
べ
き
で
す
。

安
全
へ
の
備
え
は
自
ら
の
責
任
で
あ

り
、
怠
れ
ば
そ
の
ツ
ケ
は
当
然
自
分
に

返
っ
て
き
ま
す
。

8８

っ
た
の
で
道
を

（
し
げ
ひ
ろ
つ
ね
お
）

１
９
４
７
年
山
口
県
徳
山
市
生
ま
れ
。
列
年
オ
ー
ー

ッ
カ
（
現
ア
シ
ッ
ク
ス
）
に
入
社
。
乃
年
エ
ベ
レ

ス
ト
南
西
壁
の
世
界
最
高
点
（
当
時
）
へ
到
達
、

万
年
、
日
本
人
と
し
て
Ｋ
２
に
初
登
頂
、
加
年
、

北
壁
か
ら
の
新
ル
ー
ト
で
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登
頂
。

肥
年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
交
差
縦
走
（
日
本
・
中
国
・

ネ
パ
ー
ル
三
国
友
好
登
山
隊
）
で
は
、
登
禁
隊
長

と
し
て
、
世
界
最
高
峰
を
舞
台
に
し
た
世
界
初
の

交
差
縦
走
を
成
功
に
導
く
。
躯
年
、
当
時
未
踏
の

最
高
峰
で
あ
っ
た
ナ
ム
チ
ャ
パ
ル
ワ
の
初
登
頂
を

指
揮
。
卵
年
、
日
本
百
名
山
を
畑
日
で
連
続
踏
破

し
た
。
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』

夢

心
待
ち
に
し
て
い
た
ル
ー
ト
表
が
や
っ

と
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
届
く
。
毎
回
の
下

山
後
に
あ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
教
わ
っ

た
「
ル
ー
ト
確
認
」
を
地
図
を
広
げ
て

自
分
の
目
で
す
る
。
今
回
で
４
度
目
の

ル
ー
ト
だ
が
前
回
迄
一
度
も
目
に
し
な

か
っ
た
〃
踏
跡
不
明
″
や
落
石
？
マ
ー

ク
が
あ
り
少
し
不
安
を
感
じ
た
が
、
こ

の
パ
ー
テ
ィ
の
リ
ー
ダ
ー
は
か
の
「
重

慶
恒
夫
」
さ
ん
で
あ
る
。
終
着
地
点
の

有
馬
温
泉
の
文
字
も
目
に
入
り
即
参
加

を
決
め
る
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
全
員
元

気
よ
く
御
影
を
出
発
！
住
吉
山
手
白
鶴

美
術
館
を
通
り
、
五
助
ダ
ム
堰
堤
か
ら

尾
根
沿
い
に
五
助
山
頂
上
を
目
指
し
て

登
る
（
今
回
は
つ
く
づ
く
登
る
と
感
じ

た
）
。
山
頂
付
近
に
近
づ
い
た
時
、
傾

斜
の
凄
さ
に
心
臓
が
耐
え
切
れ
ず
激
し

く
踊
り
出
し
た
。
普
段
の
体
力
づ
く
り

が
い
か
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
、
今

回
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

山
頂
か
ら
凌
雲
台
に
た
ど
り
着
き
、

待
望
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
…
。
皆
が
さ
っ

さ
と
お
弁
当
を
食
べ
始
め
る
と
、
重
庚

氏
が
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
鍋
や
ガ
ス
を
取
り

出
し
て
何
や
ら
作
り
出
し
た
。
な
ん
と

氏
自
ら
パ
ー
テ
ィ
の
全
員
に
〃
ポ
タ
ー

ジ
ュ
〃
を
ご
馳
走
し
て
く
れ
た
の
だ
。

（
貴
重
な
水
は
ス
タ
ッ
フ
の
川
上
君
が

秘
密
に
担
い
で
上
が
っ
て
く
れ
た
の
だ
）

皆
は
感
激
と
感
謝
で
心
も
身
体
も
暖
ま

り
下
山
の
用
意
を
し
た
。
紅
葉
谷
出
合

い
よ
り
百
間
滝
を
渡
り
、
沢
沿
い
を
下

る
今
回
の
ル
ー
ト
は
変
化
に
富
ん
で
て

最
後
ま
で
楽
し
く
歩
け
た
。
無
事
に
有

馬
に
到
着
。
仲
間
た
ち
と
湯
に
浸
か
り

至
福
の
ひ
と
時
を
満
喫
す
る
。

今
私
は
「
酒
」
と
云
う
恋
人
か
ら

「
山
」
と
い
う
恋
人
に
心
を
奪
わ
れ
つ

つ
あ
る
。

畑
福
子

品２

第
４
回
六
甲
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
枢
／
Ｕ

8９

可

.､j冨弓 一
一
一

『
（
一
一

己

鍵
＝F

直自旨曇ＷｇＲ

鍵
婆雲

つFr

空２

議
繕

垂

〃

灘季
、

鰐
溌

鍔ー

警蝋
灘

ユ
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巴

屈
陣
切
毎

9０

霊ウソソ署
心
腰
‐
』
海

撞又化買
可ｈ開

●
喝
Ｌ
ｐ

話題のひろば話題のひろば

８選
》
・
釧
鱗

☆
２
０
０
３
年
度

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
音
楽
賞

や
ま
と
が
く

大
和
楽

家
元
大
和
久
満
師
受
賞

話百・
一＝

尋忠
■

‘Ｗ

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
グ
ル
ー

プ
が
主
宰
す
る
文
化
賞
は
１
９

６
６
年
に
「
モ
ー
ビ
ル
児
童
文

化
賞
」
。
ま
た
「
モ
ー
ビ
ル
音

楽
賞
」
は
１
９
７
１
年
に
創
設

さ
れ
、
２
０
０
１
年
に
エ
ク
ソ

ン
モ
ー
ビ
ル
グ
ル
ー
プ
の
新
体

制
の
も
と
名
称
を
変
更
し
、
釦

監雲

年
に
わ
た
り
児
童
文
化
と
音
楽

文
化
の
発
展
・
向
上
に
尽
し
た

人
々
を
励
ま
し
て
き
た
。

第
詔
回
（
２
０
０
３
年
度
）

の
受
賞
者
は
、
児
童
文
学
作
家

の
山
中
恒
氏
。
音
楽
賞
は
、
邦

楽
部
門
で
、
大
和
久
満
師
と
、

テ
ナ
ー
の
福
井
敬
さ
ん
（
二
期

会
）
そ
し
て
第
晦
回
奨
励
賞
に
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
川
田
知
子
さ

ん
が
受
賞
。
ｎ
月
”
日
東
京
虎

ノ
門
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
お
い

て
授
賞
式
と
演
奏
会
が
開
か
れ

た
。
第
１
回
は
山
口
五
郎
（
尺

八
）
と
江
藤
俊
哉
（
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
）
第
２
回
は
松
崎
倭
佳
・

稀
音
家
倖
（
長
唄
）
・
朝
比
奈

隆
（
指
揮
者
）
と
い
っ
た
世
界

的
な
名
人
ば
か
り
で
あ
る
。

姫
路
出
身
の
大
和
楽
／
大
和

久
満
家
元
の
受
賞
は
、
創
作
力

と
演
奏
力
、
ま
た
新
邦
楽
「
大

和
楽
」
を
確
立
し
た
実
力
。
そ

し
て
芳
村
伊
十
七
と
し
て
長
唄

で
の
活
躍
は
神
戸
で
も
フ
ァ
ン

が
多
く
、
嬉
し
い
受
賞
と
い
え

る
。

鹿

い
ト
ー

塵

』
画
却
‐
ｊ
総

【

第
１
‐
・
；
雲
患

曇

§
‘つ……,=世純子”Ｉ１Ｄ大和久満家元ご夫妻

、iii雲
さん、福井さん、大和師、山中さん、

ﾖ本代表

均一

〆静

ヨに憂

只いに

上
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一一

司

☆
個
性
派
作
家
具
象
選
抜
五
人
展

元
町
画
廊
に
力
作
揃
う

劇評塗り
昌愚
Ｌ型

１
一
座

］
Ｔ

妙
』

自画像を描

‘
■

元町僅1脚。｛左尉

蝿

■ず１１コ

ﾛｑ

零
3,,色』

ロ
咽

ｈ

か
っ
て
戦
後
以
降
、
洋
画
展

と
い
え
ば
具
象
作
家
が
本
流
を

し
め
て
い
た
。
今
日
、
多
様
な

絵
画
表
現
が
氾
濫
し
つ
つ
あ
る

が
、
い
わ
ゆ
る
、
作
家
・
本
質

に
忠
実
な
個
性
的
な
作
品
を
見

る
機
会
が
少
な
く
な
っ
た
。
具

象
絵
画
の
衰
退
で
あ
る
。

そ
こ
で
元
町
画
廊
は
今
後
期

待
し
た
い
と
思
う
作
家
達
を
選

び
企
画
展
を
ｕ
月
加
日
か
ら
”

日
ま
で
開
催
し
た
。
各
作
家
と

も
完
成
過
程
で
あ
る
が
、
充
分

意
味
が
あ
る
展
覧
会
で
あ
っ
た

と
思
う
。

本
展
の
各
作
家
の
特
徴
を
一

口
で
言
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

木
下
昭
夫
の
重
厚
な
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
さ
、
タ
カ
ノ
卯
港
の
庶
民

性
の
あ
る
風
物
詩
、
田
波
克
己

の
物
体
の
透
明
性
、
平
田
郁
の

色
彩
と
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
強

烈
さ
、
山
田
晃
稔
の
陰
影
の
あ

る
風
景
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
主

張
し
て
良
い
展
覧
会
で
あ
っ
た

と
自
負
し
て
い
る
。

な
お
、
平
田
郁
は
こ
の
展
覧

会
に
よ
っ
て
、
月
刊
神
戸
っ
子

新
年
号
よ
り
始
ま
る
連
載
小
説
、

中
野
順
哉
作
「
鏡
の
中
の
サ
ム

ラ
イ
」
の
さ
し
絵
の
仕
事
を
い

た
だ
い
た
。
楽
し
み
な
こ
と
で

あ
る
。

（
文
責
／
元
町
画
廊
・
佐
藤
廉
）

L宮i垂重蕃客寝室Ｅ姑

＃．我．‘Ａ
ＰＬ亭

晶

1--r
hLシー■

、

軍

９

グー；
〃』
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豊室萱Ｉ

右は４人のパネリスト朴木／田中／玉岡／中川でホンネのトークＩ

左は「天涯の船」の女たちを講演する玉岡かおるさん

9２

菱
刃
刷
９
世
み
る
女
。
室

旦
・
虹
－
２
項
内
山
３

．
冊
雷

ｎ
月
別
日
出
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
。
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー

６
階
の
県
立
神
戸
生
活
創
造
セ

ン
タ
ー
講
座
研
究
室
に
お
い
て
、

日
本
Ｂ
Ｐ
Ｗ
連
合
会
の
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が
、
神
戸
ク

ラ
ブ
加
周
年
を
記
念
し
て
開
か

れ
、
約
１
０
０
名
が
参
加
。
〃

女
性
と
仕
事
″
を
テ
ー
マ
に
、

第
１
部
は
講
師
・
作
家
の
玉
岡

か
お
る
さ
ん
の
講
演
。
「
神
戸

女
学
院
大
学
を
卒
業
し
て
、
月

刊
神
戸
っ
子
に
〃
夢
食
い
魚
の

ブ
ル
ー
グ
ッ
ド
バ
イ
″
を
神
戸

文
学
賞
を
受
賞
し
て
連
載
さ
れ

た
作
品
を
新
潮
社
か
ら
出
版
す

る
こ
と
に
な
り
、
丁
度
結
婚
し

た
時
だ
っ
た
の
で
、
主
婦
と
子

育
て
と
作
家
業
を
必
死
で
頑
張

り
ま
し
た
。
今
〃
天
涯
の
船
″

２
部
作
が
ヒ
ッ
ト
中
で
す
が
、

松
方
幸
次
郎
を
モ
デ
ル
に
、
彼

を
め
ぐ
る
女
た
ち
の
生
き
様
を

み
る
と
、
明
治
の
自
立
す
る
女

た
ち
の
姿
が
活
き
活
き
と
見
え

て
き
ま
す
。
」

第
２
部
で
は
田
中
裕
子
さ
ん

（
夢
工
房
代
表
取
締
役
）
、
朴
木

佳
緒
留
さ
ん
（
神
戸
大
学
教
授
）
、

中
川
倶
子
さ
ん
（
建
築
家
）
の

４
人
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
組
ま
れ
、
生
活
体
験

の
中
か
ら
ホ
ン
ネ
の
討
議
に
会

場
は
熱
く
な
っ
た
。

話題のひろば

BWV
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Ｐ
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宙
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Ｐ
垂

○

宙
や
曇

Ｐ
垂

劇
写
止

●
日
本
Ｂ
Ｐ
Ｗ
連
合
会
・
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
セ
ミ
ナ
ー
神
戸
ク
ラ
ブ
皿
周
年

〃
女
性
と
仕
事
″
を
テ
ー
マ
に
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一
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鼓製曽
神
戸
ハ
ー
パ
ー
ラ
ン
ド
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
神
戸
ク

ラ
ブ
把
周
年
の
記
念
パ
ー
テ
ィ
、
玉
岡
さ
ん
を
囲
ん

で ▼

シ
イ
一

一
一
‐

■■

畷
讐迭

訂

＝
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、

酋巳

写真集
「アフガニスタンの失われた刺繍」1200円

●
ア
フ
ガ
ン
支
援
の
西
垣
敬
子
さ
ん
と
芸
工
大
学
生
グ
ル
ー
プ
が
企
画

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
失
わ
れ
た
刺
繍
展

画＆盆．
，．．“凶

●

司

§，。'簿
仙jhI士

，§ 骨

荊恥
昼

咽ｈ

Ａ

Ａ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
、
美

し
い
刺
繍
の
伝
統
が
あ
り
、
そ

の
技
術
は
母
親
か
ら
娘
へ
、
孫

へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
ア

フ
ガ
ン
へ
の
支
援
活
動
を
す
る

「
宝
塚
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
友

好
協
会
（
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ａ
ビ
の
西

垣
敬
子
さ
ん
は
、
ア
フ
ガ
ン
の

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
布
に
出
会
っ
た

の
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
「
刺

繍
を
習
い
た
い
」
と
訴
え
る
未

亡
人
や
戦
災
孤
児
た
ち
に
ミ
シ

ン
や
刺
繍
糸
を
寄
付
す
る
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
る
。

西
垣
さ
ん
の
多
数
の
刺
繍
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
集
め
た
展
覧
会
で

が
、
岨
月
廻
日
～
鯉
日
、
神
戸
ま

芸
術
工
科
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
刀

展
覧
会
を
企
画
し
た
の
は
、
芸
到

工
大
の
学
生
・
研
究
生
ら
の
グ
幅４

ル
ー
プ
「
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
５

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
。
昨
年
の
学
祭
で
船

作
品
の
売
上
を
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ａ
に
寄
冠

付
し
、
西
垣
さ
ん
に
出
会
っ
た
う

紳
叫
が
剛
率
唾
諏
蓉
舜
や
唖
柳
帳

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
展
覧
会
鋤

を
企
画
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ま
、

と
め
た
写
真
集
を
出
版
し
た
。
は

代
表
の
高
柳
さ
ん
は
「
テ
レ
ビ
霊

の
中
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
ァ
い

う
ガ
ン
と
い
う
国
。
美
し
い
刺
問

繍
を
見
て
、
こ
れ
が
ア
フ
ガ
ン
お

な
ん
だ
と
思
っ
た
。
多
く
の
方
壷

に
写
真
集
を
見
て
も
ら
い
、
戦
関

灘
穂
鮭
躯
鰯
一
筆
溌
罫

写
真
集
は
一
般
書
店
で
も
販
売
雲

さ
れ
る
。
国

３９

;鍵 展覧会を企画した「PORTPROJECT」のメンバー。左から代表の高柳
克史さん、写真集のレイアウトデザインを担当した竹内啓子さん、高柳
さんとともにグループを立ち上げた久保亮さん

３
１

‐

Ｉ

篭

篭

ま聯“

3℃r詞写
「
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
者
か
ら
見
て
も
、
非
常
に
す
ば
ら
し
い
価

値
の
高
い
服
」
と
久
保
さ
ん
が
話
す
美
し
い
刺
繍

吟▲

写真上：アフガンでの西垣敬子さん（左）

写真下；家族のために、女性が何十年もか
けて刺繍したものもある

Ｉ
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「
有
馬
涼
風

川
座
敷
」
、

そ
し
て
昨
年

か
ら
始
ま
っ

た
「
湯
は
こ

び
レ
ー
ス
」

が
あ
り
ま
す
。

特
に
新
し
い

イ
ベ
ン
ト
は

企
画
せ
ず
、

今
の
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
充

実
し
た
も
の

に
し
て
い
き

た
い
。
「
湯

は
こ
び
レ
ー

L厚

今
年
４
月
か
ら
有
馬
温
泉
観

光
協
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
に
就

く
勺
ｂ
吟
だ
か

任
す
る
轡
豊
さ
ん
に
、
今
年
１

年
の
活
動
の
抱
負
や
有
馬
に
対

す
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

有
馬
温
泉
観
光
協
会
青
年
部

新
リ
ー
ダ
ー
・
轡
豊
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
有
馬
を
よ
く
し
よ
う
」
と
い
う

同
じ
思
い
の
仲
間
を
も
っ
と
増
や
し
た
い

ス
」
は
昨
年
が
第
一
回
め
で
、

レ
ー
ス
に
参
加
さ
れ
る
方
は
多

か
っ
た
で
す
が
、
有
馬
以
外
か

ら
来
ら
れ
る
方
や
、
レ
ー
ス
を

観
戦
し
に
来
ら
れ
る
方
が
ま
だ

ま
だ
少
な
か
っ
た
の
で
、
宣
伝

に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
馬
温
泉
に
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
お
客
様
を
増
や
し
た
い
で
す

ね
。
夏
の
「
涼
風
川
座
稲
堅
は
、

屋
台
や
ゲ
ー
ム
、
舞
台
な
ど
、

縁
日
の
形
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

子
供
の
こ
ろ
来
ら
れ
た
思
い
出

の
あ
る
お
客
様
が
、
大
人
に
な
っ

て
ま
た
子
供
を
連
れ
て
く
る
…

と
い
っ
た
よ
う
に
、
次
の
世
代

に
つ
な
が
る
、
ま
た
そ
れ
だ
け

続
け
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
の
イ
ベ

ン
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
大
人

に
な
れ
る
有
馬
、
子
供
に
も
な

れ
る
有
馬
」
で
す
。
青
年
部
で

ｌ

ｌｌ

ｌｌ

笈⑳
＝剣

A藤榔坐A藤榔坐
有
馬
歳
事
記

f手7や

ｌ
今
年
は
ど
ん
な
活
動
計
画
が

あ
り
ま
す
か
。

青
年
部
の
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
は
、
６
月
の
「
沙
羅
の
花
と

一
弦
琴
の
鑑
賞
会
」
、
８
月
に

有
馬
川
の
川
床
で
行
な
わ
れ
る

今年から青年部リーダーとなる轡さん

IEL（078）904-0675

9４

静寂さにつつまれた

くつろぎの宿

国際観光旅館

テニスでいい汗

いい湯にとっぷり味に集う

ＳｕＮＮＹＳＩＤＥＵＰ

ＴＥＬ（078）903-1024

鑑j孫ｉ
ＴＥＬ（078）904-0551

膨擁燐月光園
ＧＥＫＫＱロイ

鯵；鍵｣r髄
TEL（078）904-0501(代）

URLhttp://www上yoe・coJp

ＫＯｎＯＫＡＮ

ＴＥＬ（078）903-2255

瀞$7潅総

有馬一望･歴史の名湯

陵楓閣向陽闇
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叱無

す
。
「
有
馬
を
良
く
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
同
じ
く
す
る
仲

間
を
も
っ
と
集
め
た
い
。
現
在
、

部
員
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
、
ひ
と
つ
の
目
標

に
向
か
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
か
ら
意
見
を
言
い
合
っ
て
、

視
野
を
広
げ
た
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
か
ら
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
や
企
画
を
立
ち
上
げ
、
昨
年

ま
で
は
メ
ン
バ
ー
の
意
識
改
革

を
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
今

年
は
そ
れ
を
受
け
て
、
足
場
を

固
め
て
、
新
し
い
有
馬
づ
く
り

の
た
め
の
起
承
転
結
の
「
起
」

に
あ
た
る
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ｌ
皆
さ
ん
は
、
「
竹
芸
有
馬
篭

く
つ
わ
」
の
五
代
目
で
す
ね
。

有
馬
龍
の
お
話
し
を
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

有
馬
龍
は
秀
吉
の
時
代
か
ら

続
い
て
い
る
伝
統
工
芸
で
、
有

馬
篭
を
作
っ
て
い
る
の
は
現
在

う
ち
１
軒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
、
備
前
焼
の
有
名
な
先
生

が
「
有
馬
篭
は
備
前
焼
と
一
緒

で
す
ね
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
土
の
匂
い
が
す
る

備
前
焼
と
同
じ
、
路
地
を
現
わ

し
て
い
る
も
の
。
そ
れ
自
体
は

派
手
で
な
く
、
土
と
同
じ
「
花

自然の恵みを

湯けむりに伝える

を
生
か
す
」
も
の
だ
と
。
有
馬

龍
は
１
か
ら
皿
ま
で
手
作
り
、

う
ち
で
や
る
ん
で
す
。
六
甲
山

系
に
竹
を
と
り
に
行
き
、
そ
れ

を
編
み
ま
す
。
店
で
は
父
が
寵

を
編
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
見
た

こ
と
の
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
父
か
ら
技
を
受
け
継

い
で
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
父

は
あ
ま
り
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て

く
れ
ま
せ
ん
。
見
て
学
べ
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
金
さ
。

今
年
１
年
は
、
青
年
部
の
リ
ー

ダ
ー
と
い
う
こ
と
で
、
忙
し
く

て
な
か
な
か
仕
事
が
で
き
な
い

か
も
し
れ
な
い
の
が
つ
ら
い
で

す
（
笑
）
。

轡さんの家は有馬龍のお店

磯敏山

雅ただようくつろぎの航

0やの鉾端苑
ＴＥＬ（078）904-0781

9５

'IEL（078）904-3656(代）

日本の伝統

数寄屋造りの館

の
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
知

る
青
年
部
」
。

Ｉ
「
知
る
青
年
部
」
と
い
う
目

標
と
は
？

今
ま
で
も
年
に
数
回
、
他
の

温
泉
地
へ
行
っ
て
現
地
の
観
光

協
会
な
ど
と
交
流
し
た
り
す
る

勉
強
会
な
ど
を
開
い
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
そ
う
い
っ
た
勉
強

会
の
回
数
を
ふ
や
し
、
有
馬
温

泉
の
歴
史
な
ど
も
き
ち
ん
と
勉

強
し
て
、
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー

ひ
と
り
ひ
と
り
が
有
馬
の
こ
と

を
よ
く
知
る
と
い
う
こ
と
を
進

め
て
い
き
た
い
の
で
す
。

青
年
部
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
別
に
職
業
を
持
っ
て
い
る

者
た
ち
が
集
ま
っ
て
「
有
馬
を

良
く
し
よ
う
」
と
い
う
思
い
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
本
職
を

も
つ
者
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で

活
動
が
重
荷
に
な
っ
て
も
い
け

な
い
し
、
仕
事
で
は
な
い
（
営

利
の
な
い
）
活
動
に
対
し
て
人

を
動
か
す
の
は
難
し
い
で
す
ね
。

今
ま
で
青
年
部
は
、
観
光
協

会
指
定
の
店
や
旅
館
で
働
く
者

し
か
入
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
枠
を
は
ず
し
て
、
も
っ
と

広
い
範
囲
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
集

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
規
定
の
改
正
案
を

協
会
に
出
そ
う
と
思
っ
て
い
ま

′IEL（078）904-0701
チェックイン１３：00単アウト１２：0Ｃ

ゆっくりとお過ごしいただけます。TEL（078）904-073］

政府登録国際観光旅館

古象飼
会議セミナーからご家族づれまで

有島グランドホテリレ
ＴＥＬ（078）９０h4-0181
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雛
語
り
継
ぎ
た
い
。
命
の
尊
さ
。

阪
神
大
震
災
ノ
ー
ト
増
補
版

住
田
功
一

震
災
の
日
に
ふ
る
さ
と
神
戸

に
居
合
わ
せ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
で
あ
る
筆
者
が
、
取
材

者
と
し
て
、
一
市
民
と
し
て
、

目
撃
し
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
を

率
直
に
つ
づ
り
論
い
ざ
と
い
う

と
き
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い

か
を
考
え
る
…
。
あ
の
日
の
教

訓
を
生
か
し
、
次
世
代
へ
読
み

伝
え
た
い
一
冊
。

9６

鶴
塞

‘
ｒ
Ｆ
ｆ
排
、
に
℃
．

播
磨
国
風
土
記
と
こ
ろ
ど

こ
ろ

田
中
荘
介

播
磨
各
地
を
訪
ね
伝
承
の
謎

を
さ
ぐ
り
、
古
地
名
の
比
定
地

を
求
め
て
歩
き
、
書
き
綴
っ
た

地
名
起
源
説
話
の
宝
庫
。
文
学

の
萌
芽
、
言
葉
の
探
索
・
散
策

の
記
。

赤
い
港
の
エ
ナ
ジ
ー東
山
理
那

霧
の
朝
神
戸
港
、
少
女
と
姉

は
降
り
立
っ
た
。
ま
だ
見
ぬ
人

の
世
の
喜
び
と
苦
し
み
に
出
会

う
た
め
に
…
。
戦
後
の
復
興
期

か
ら
阪
神
大
震
災
ま
で
の
時
代

を
背
景
に
、
徳
島
と
神
戸
を
中

心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
家
族
の

愛
憎
劇
を
、
４
歳
の
舞
子
が
成

長
し
な
が
ら
見
つ
め
続
け
る
。

透
徹
し
た
人
間
観
察
が
光
る
、

あ
る
家
族
の
小
さ
な
物
語
。

（gシカ…I2q＝無巳Ｊ
山本妃久幽

、釘ｊ"r碗”"""“
〃〃Jmp"芯

〃(P〃〃"雁
ｑヤ個一

神
戸
の

本
棚

文芸社

1000円十税

能
年
前
の
洋
行

銀
行
マ
ン
が
見
た

１
９
３
７
年
の
世
界

金
田
敏
郎
／
竹
之
内
明
子
編

日
中
戦
争
勃
発
の
年
、
１
９

３
７
年
に
、
海
外
研
修
の
た
め

英
国
へ
派
遣
さ
れ
た
一
銀
行
マ

ン
。
「
諏
訪
丸
」
で
欧
州
に
向

か
い
、
ナ
チ
ス
台
頭
期
の
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
の
国
情
に
触
れ
、
書

か
れ
た
洋
行
の
記
録
。
大
戦
直

前
の
世
界
と
は
？

蝋
瀧

フ
ラ
ン
ス
を
救
っ
た

日
本
の
牡
蛎

山
本
紀
久
雄

１
９
６
０
年
代
の
終
わ
り
か

ら
、
年
代
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン

ス
の
牡
蛎
が
病
気
に
な
り
全
滅

し
か
け
た
時
、
日
本
の
マ
ガ
キ

の
輸
入
に
よ
っ
て
危
機
を
ま
ぬ

が
れ
た
。
当
時
の
関
係
者
の
感

謝
の
声
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン
ス

６
ヶ
所
の
牡
蛎
養
殖
の
現
場
を

実
際
に
歩
き
、
そ
の
成
果
を
ま

と
め
た
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た

フ
ラ
ン
ス
牡
蛎
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
。

》
震 国

t９，訂…!'ローｅｊ
山本妃久駆

ひ郵加r碗""""“
〃〃Jmp"芯

〃ＩＦ〃〃"”

小学館スクウェア
1429円十税

編集工房ノア
2200円十税

震
新風舎
900円十税

ダ
ン
デ
イ
入
門
。
レ
デ
ィ
入
門

矢
嶋
美
佐
子

ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
や
、

言
葉
遣
い
を
少
し
丁
寧
に
す
る

だ
け
で
自
分
も
ま
わ
り
の
人
も

優
し
い
穏
や
か
な
気
持
に
な
る
。

よ
り
素
適
な
男
性
・
女
性
に
な

る
た
め
の
釦
の
心
が
け
を
ア
ド

バ
イ
ス
。
い
つ
の
間
に
か
魅
力

的
な
紳
士
淑
女
に
大
変
身
。

震：

"-膳

ﾘｻｲｸﾙ文化社大阪編窪
1200円十税

ダツデイ入門･レディ入門
まつとした30恥がlf

ﾛ■弁■｡

一橋出版
980円十税

文芸社
1000円十税

☆
今
月
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た

本
を
抽
選
の
上
読
者
の
み
な
さ

ま
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
Ｐ
皿
プ
レ
ゼ
ン
ト

メ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
き
る
ホ
ー
ム
レ
ス
歌
人

ツ
ネ
コ
心
の
旅
路倉
元
瞬

生
き
る
の
が
難
し
い
時
代
。

し
か
し
、
生
あ
る
限
り
生
き
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
き
て

さ
え
い
れ
ば
、
違
っ
た
明
日
に

出
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ホ
ー

ム
レ
ス
歌
人
シ
ネ
コ
さ
ん
の
人

生
を
通
し
、
老
い
へ
の
生
き
方

を
考
え
る
。

|石つと5ｺー ﾗ…”屋…

フランスを敦った
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著者：かどもとみのる

1943年広島県生まれ。カフェ
＆ショットパー「気まぐれ

カモメ」（神戸・南京町）

店主／神戸港を考える会代
表

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●

ユンダル七

Ｉ著者：ヲＥｆ達世
圃

1945年愛媛県内子町生まれ。

「四百年の長い道統一日報社神戸支局長など

一朝鮮出兵の痕跡を訪ねて－」を経て現在団体職員
リープル出版／1500円十税

9７

●●●●●●①●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
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●
●
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●
●
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ｏ
ｅ
●
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』

昭
和
弘
年
か
ら
平
成
７
年
ま
で
、
人
生
の
半
分
以
上
を
港
で
過
ご

し
た
、
名
物
船
長
。
巧
歳
の
春
、
は
し
け
の
乗
組
員
を
振
り
出
し
に
、

タ
グ
ボ
ー
ト
兼
ラ
ン
チ
の
甲
板
員
、
港
め
ぐ
り
遊
覧
船
船
長
、
大
阪

湾
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
営
業
・
企
画
な
ど
、
海
を
職
場
と
し
、
神
戸
港

の
一
部
始
終
を
見
続
け
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の
エ
ッ
セ
イ
集
。

…
朝
日
の
あ
た
る
波
止
場
に
立
っ
て
、
耳
を
す
ま
せ
ば
、
岸
壁
の
石

段
を
洗
う
波
の
音
、
船
同
士
の
き
し
み
、
ラ
ン
チ
の
軽
快
な
エ
ン
ジ

ン
の
響
き
、
小
魚
を
追
っ
て
群
れ
飛
ぶ
カ
モ
メ
の
鳴
き
声
、
み
な
と

保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
が
…
（
本
文
よ
り
）

｢メリケン波止場」

長征社／1500円十税

霧
笛
と
と
も
に
懐
か
し
く
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

神
戸
の
小
さ
な
料
理
屋
で
少
し
酒
が
入
っ
て
い
い
心
持
ち
で
い
る

と
、
「
あ
な
た
、
韓
国
人
や
い
う
が
、
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
で
連
れ
て

こ
ら
れ
た
朝
鮮
の
女
性
の
墓
が
徳
島
に
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
か
」

と
、
隣
席
か
ら
唐
突
に
声
を
か
け
る
人
が
い
た
。
突
然
の
こ
と
で
も

あ
り
、
酒
の
た
め
に
頭
が
荘
と
し
て
い
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
一
瞬

う
ろ
た
え
て
し
ま
っ
た
。
…
（
本
文
よ
り
）

秀
吉
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
朝
鮮
の
役
」
で
は
、
多
く
の

罪
な
き
朝
鮮
人
た
ち
が
日
本
に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
差
別
や
迫
害
に
耐
え
な
が
ら
も
、
た
く
ま
し
く
異
境
の
地
で
生

き
抜
い
て
き
た
。
そ
の
四
百
年
の
歴
史
の
痕
跡
を
著
者
自
ら
が
各
地

を
訪
ね
歩
き
、
克
明
に
取
材
調
査
を
重
ね
書
き
記
し
た
揮
身
の
作
。

西
日
本
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
、
著
者
の
執
念
と
情
念
が
、
新
た
な

発
見
と
感
動
を
あ
た
え
る
。

港
の
隅
々
に
働
く
人
々
の
活
気
が
あ
り
、
海
を
埋
め
つ
く
す
が
ご

と
く
、
無
数
の
は
し
け
が
か
よ
っ
て
い
た
頃
の
セ
ピ
ア
色
の
風
景
が

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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◆
司
馬
遼
太
郎
著
『
街
道
を
ゆ
く
二
十
一
』
（
朝
日
新
聞
社

◆
和
田
克
巳
編
『
む
か
し
の
神
戸
』
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ

ン
タ
ー
刊
）
よ
り

「
ヒ
ョ
ウ
ゴ
ホ
テ
ル
神
戸
に
建
て
ら
れ
た
も
っ
と
も
古

い
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
経
営
者
は
メ
ア
リ
ー
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
グ

リ
ー
ン
と
い
う
美
し
い
女
性
で
、
明
治
初
期
、
長
崎
の
英
国
領

事
館
に
勤
め
る
夫
に
従
っ
て
遠
い
日
本
を
訪
れ
、
夫
の
死
後
、

母
親
に
似
て
、
美
し
い
二
人
の
娘
さ
ん
と
神
戸
に
移
り
住
み
、

外
国
人
専
用
の
ホ
テ
ル
を
建
て
た
。
明
る
く
豊
満
な
肢
体
を
持
っ

た
と
言
わ
れ
る
こ
の
未
亡
人
の
生
涯
に
は
、
何
や
ら
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
匂
い
が
漂
う
。

（
中
略
）

植
民
地
風
の
建
物
で
、
豪
華
と
は
言
え
な
い
が
外
国
航
路
の

発
着
地
点
で
あ
っ
た
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
に
近
い
上
、
宿
泊
料
金

が
安
か
っ
た
こ
と
か
ら
大
衆
的
で
人
気
が
あ
っ
た
。
後
年
、
跡

地
に
日
本
郵
船
ピ
ル
が
建
っ
た
。
」

明
治
初
期
の
居
留
地
時
代
、
神
戸
に
生
活
し
、
そ
し
て
こ
の

地
に
散
っ
た
、
あ
る
美
し
い
英
国
人
女
性
に
興
味
を
抱
い
た
の

で
、
こ
の
一
年
間
、
彼
女
の
足
跡
を
辿
っ
て
い
ま
す
、
と
い
う

お
話
で
あ
る
。

私
は
小
説
家
で
も
学
者
で
も
な
い
一
企
業
人
だ
が
、
仕
事
の

絡
み
で
六
甲
山
の
開
発
の
歴
史
を
勉
強
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
六
甲
山
の
開
祖
と
し
て
名
高
い
英
人
グ
ル
ー
ム
氏

の
業
績
に
触
れ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
居
留
地
研
究
に
ハ
マ
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
女
性
の
存
在
を
知
っ
た
次
第
で
あ
る
。

彼
女
の
名
前
は
、
メ
ア
リ
ー
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
。
グ
リ
ー
ン

（
冨
制
．
冨
画
ご
昌
画
号
①
言
の
胃
の
ｇ
）
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
と
並
ん
で
神
戸
居
留
地
の
一
時
代
を
代
表
す
る
ホ
テ
ル
の
ひ

と
つ
「
ヒ
ョ
ー
ゴ
ホ
テ
ル
（
臼
○
○
○
国
○
日
画
こ
」
の
女
性
経

営
者
と
い
え
ば
、
ご
存
じ
の
読
者
諸
兄
も
お
ら
れ
る
は
ず
。

･グリ

知りませんか？

その①

～"港の花"ともてはやされた

英国人女性について～

鵠『、浮亀

口 良
h

明治中期のヒョーゴホテル左ページ共（神戸市立博物館蔵）

ｆ届

蕊雲蕊議謹
I窟

やＥ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



一
一

季
翫

9９

刊
）
の
「
神
戸
散
歩
五
西
洋
佳
人
の
墓
」
よ
り

「
た
れ
の
墓
に
詣
る
か
と
い
う
点
で
は
、
涛
踏
な
く
、
ミ
セ

ス
・
グ
リ
ー
ン
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
明
治
初
年
の
神
戸
居
留

地
で
、
豊
満
な
容
姿
で
知
ら
れ
た
英
国
婦
人
で
あ
る
。

（
中
略
）

墓
碑
銘
を
見
て
、
ミ
セ
ス
・
グ
リ
ー
ン
が
四
十
三
歳
で
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
一
般
論
と
し
て
は
老
い
の
長
い
こ
と

を
こ
と
ほ
が
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
容
色
の
衰
え
き
ら
ぬ

こ
ろ
に
世
を
去
っ
た
美
人
に
つ
い
て
は
、
墓
は
ど
こ
か
つ
や
や

か
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
」

ｇｌｍ６
＝

璽篤
Ｉ卯

菖鰯
F

ＩＩ饗
§

医迂藍国

蕊

腫
た
に
ぐ
ち
り
ょ
う
へ
い

１
９
４
９
年
大
阪
生
ま
れ
の
宝
塚
育
ち
。
学
校
を
卒
業
後
、
在
阪
の
鉄
道

会
社
に
勤
め
、
現
在
は
関
連
の
ホ
テ
ル
会
社
の
役
員
。
１
９
７
４
年
よ
り

東
灘
区
在
住
。
趣
味
は
一
人
旅
。

一一戸

『
迅
判
哩
迎
〃
Ⅲ
冊
嘆
、
即
砧
岬
叫
、
」
一
切
灰
諏
邸
柵
削
け
齢
剛
引
剛
川
副
ヅ
掴
曜
ロ

こ
の
二
書
の
他
に
も
、
郷
土
史
誌
や
ホ
テ
ル
業
界
史
誌
等
を

い
く
つ
か
読
ん
で
は
み
た
が
、
ヒ
ョ
ー
ゴ
ホ
テ
ル
の
歴
史
に
つ

い
て
は
論
及
さ
れ
て
い
て
も
、
ミ
セ
ス
。
グ
リ
ー
ン
の
人
と
な

り
や
経
営
手
腕
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
何
も
語
ら
れ
て
い
な

い
。

彼
女
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
ど
う
い
う
経
路
で
神
戸
に

や
っ
て
来
た
の
か
。
夫
の
死
後
、
な
ぜ
故
郷
に
戻
ら
ず
、
二
人

の
娘
と
共
に
こ
の
地
に
と
ど
ま
っ
た
の
か
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

神
戸
に
来
て
か
ら
ど
ん
な
運
命
を
辿
っ
た
の
か
。

か
よ
う
に
単
純
な
好
奇
心
か
ら
、
手
が
か
り
を
求
め
て
、
仕

事
の
休
日
に
旧
居
留
地
と
そ
の
周
辺
を
歩
き
、
大
倉
山
の
図
書

館
や
熊
内
町
の
文
書
館
に
通
い
は
じ
め
た
。

そ
し
て
、
外
国
人
墓
地
に
も
詣
り
、
夜
は
自
宅
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
拾
い
集
め
、
出
張
の
帰
途
や
た
ま
の
連
休

を
利
用
し
て
は
、
長
崎
と
横
浜
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
調
べ
た
一

年
間
だ
が
…
。
（
つ
づ
く
）

鱗現在の同場所メリケン波止場前の神戸郵船ピル（撮影協力玉起彰三氏）

書籍『むかしの神戸』（神戸新聞総合出版センター刊）
『街道をゆく二十一』（朝日新聞社刊）
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い

ん

〃
な
ん
だ
か
す
て
き
“
な
空
間

ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
」

こ
の
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
が

「
う
ち
の
シ
ェ
フ
の
腕
一
別
は
神

戸
一
」
と
自
慢
す
る
青
山
シ
ェ

フ
。
一
応
「
イ
タ
リ
ア
ン
フ
レ

ン
チ
」
と
い
う
こ
と
だ
け
れ
ど
、

基
本
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
素
材

の
味
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め

に
知
恵
を
ふ
る
う
変
化
に
富
ん

だ
青
山
シ
ェ
フ
の
お
料
理
。
食

材
は
、
厳
選
さ
れ
た
国
産
品
を

中
心
に
、
特
に
魚
介
は
淡
路
の

鮮
魚
な
ど
近
海
の
も
の
を
使
っ

て
い
る
。
朝
狸
り
の
も
の
や
昼

網
の
鮮
魚
な
ど
を
シ
ェ
フ
み
ず

か
ら
仕
入
れ
、
調
理
。
価
格
も

お
手
頃
で
、
パ
ス
タ
と
メ
イ
ン
、

前
器
表
パ
ン
、
デ
ザ
ー
ト
、
コ
ー

ヒ
ー
が
つ
い
た
ラ
ン
チ
コ
ー
ス

が
１
２
０
０
円
～
、
デ
ィ
ナ
ー

で
も
３
０
０
０
円
～
。
豪
華
な

パ
ス
タ
は
１
０
０
０
円
～
、
活

オ
マ
ー
ル
海
老
の
パ
ス
タ
（
２

５
０
０
円
）
、
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー

ズ
の
か
た
ま
り
の
中
で
炊
く
リ

ゾ
ッ
ト
（
１
３
０
０
円
）
な
ど

ア
ラ
カ
ル
ト
も
豊
富
。

イ
タ
リ
ア
ン
と
い
っ
て
も
あ
っ

さ
り
し
て
い
る
の
で
、
年
配
の

お
客
様
も
多
く
、
ソ
フ
ァ
で
ゆ
っ

く
り
お
食
事
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
で
す
よ
」
と
津
隈
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。
午
前
３
時
ま
で
開
い

て
い
る
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
」

な
の
も
嬉
し
い
。

＝L
~ー．一マ

ー 遥 噺
聴
典
』

曹 鍵
？

び
つ
上
」

１
口
．
ｌ
●
０
、
ロ

神
戸
で
は
そ
ご
う
神
戸
店
Ｂ

１
の
「
柿
安
ダ
イ
ー
ー
ン
グ
」

「
上
海
デ
リ
」
で
お
馴
染
み
の

㈱
柿
安
本
店
が
、
健
康
食
彩
レ

ス
ト
ラ
ン
「
三
尺
三
寸
箸
」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

店
名
の
由
来
は
、
「
他
人
の

た
め
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
も
幸
せ
に
な
れ
る
。
」
と

い
う
仏
の
教
え
か
ら
き
て
お
り
、

極
楽
界
で
の
三
尺
の
長
い
箸
で

回
神
戸
市
臣
央
区
下
山
手
通
４
‐
７
１

値
（
生
田
新
道
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
２
階
）

冠
０
７
８
１
３
３
１
‐
７
７
４
７

ラ
ン
チ
Ⅱ
恥
釦
～
脚
“
鋤
／
デ
ィ
ナ
ー

何
》
釦
～
浬
恥
伽
／
バ
ー
迦
叩
的
～
翌

３
吋
、

無
休

腕をふるう青山シェフ(左）と津隈マネージャー

００

好
き
な
物
を
好
き
な
だ
け

健
康
食
彩
レ
ス
ト
ラ
ン

「
三
尺
三
寸
箸
」

身体にやさしいお料理をお好きなだけ

ＷＡＫＫＵＮによるロゴデザイン

塁

ご
馳
走
を
つ
ま
み
、
向
か
い
合
っ

て
い
る
人
が
お
互
い
に
食
べ
さ

せ
て
あ
げ
る
と
い
う
食
事
風
景

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

帥
種
類
以
上
の
お
料
理
は
和
・

洋
・
中
と
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
。

充
実
し
た
デ
ザ
ー
ト
、
ソ
フ
ト

ド
リ
ン
ク
の
中
か
ら
、
好
き
な

物
を
好
き
な
だ
け
食
べ
ら
れ
る

全
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
健
康

食
彩
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
っ
て
い

る
。
柿
安
特
製
の
ロ
ー
ス
ト
ピ
ー

フ
を
は
じ
め
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
、

甘
く
て
飲
み
や
す
い
フ
ル
ー
ツ

人
参
な
ど
、
大
地
の
恵
み
、
自

然
の
恵
み
で
こ
し
ら
え
た
美
味

し
く
て
体
に
よ
い
も
の
ば
か
り

に
大
満
足
。
大
阪
ま
で
足
を
の

ば
さ
れ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ
ど
う

ぞ
。

週
料
金

昼
／
大
人
１
５
０
０
円

小
人
（
小
学
生
）
８
０
０
円

夜
／
大
人
２
３
０
０
円
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間
。
－m

小
人
（
小
学
生
）
１
３
０
０
円

６
歳
未
満
は
無
料

■
三
尺
三
寸
箸

大
阪
市
北
区
角
田
町
７
１
抑
Ｈ
Ｅ
Ｐ
ナ

ビ
オ
６
Ｆ

召
０
６
１
６
３
１
６
１
１
３
６
３

昼
／
Ⅲ
罪
、
～
相
即
釦

（
Ｌ
Ｏ
／
舛
辛
釦
）

夜
／
仰
即
伽
～
翠
叩
釦

（
Ｌ
Ｏ
／
９
”
卯
）

Ｚ

北
野
坂
の
中
ほ
ど
、
お
し
ゃ

れ
な
ビ
ル
・
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス

Ｄ
Ｏ
の
４
階
に
あ
る
、
チ
ー
ズ

フ
ォ
ン
デ
ュ
と
洋
風
懐
石
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ

ク
ロ
」
。
天
井
が
高
く
、
自
然

光
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
、
明
る

く
楽
し
い
雰
囲
気
の
店
内
。

寒
い
冬
に
は

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ

「
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
ク
ロ
」

ぬくもりのある看板が目じるし

こ
こ
の
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ

は
特
錦
巽
ブ
レ
ン
ド
で
、
ア
ル
コ
ー

ル
分
を
お
さ
え
た
マ
イ
ル
ド
な

も
の
。
チ
ー
ズ
が
苦
手
な
人
で

も
Ｏ
Ｋ
な
く
ら
い
食
べ
や
す
く
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

な
ど
の
野
菜
と
エ
ビ
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
サ
イ
ド
デ
ィ
ッ
シ
ュ

（
４
０
０
円
）
も
人
気
。
一
方
、

和
食
器
に
盛
ら
れ
た
洋
風
懐
石

は
、
お
箸
で
気
軽
に
楽
し
め
る
。

旬
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り

入
れ
、
洋
風
懐
石
に
ア
レ
ン
ジ
。

ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は
１
５
０

０
円
～
、
デ
ィ
ナ
ー
は
３
０
０

０
円
～
。
と
も
に
チ
ー
ズ
フ
ォ

ン
デ
１
つ
圭
一
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。

ワ
イ
ン
（
グ
ラ
ス
５
０
０
円
～

／
ボ
ト
ル
－
８
０
０
円
～
）
、

生
ビ
ー
ル
、
カ
ク
テ
ル
も
豊
富
。

■
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ
ク
ロ

神
戸
市
中
央
区
山
本
通
１
１
７
１
Ⅲ

四季を味わう洋風懐石とチーズフォンデュのコース料理

阪
急
岡
本
駅
か
ら
南
へ
下
り

る
と
、
魚
屋
さ
ん
や
八
百
屋
さ

ん
が
並
ん
で
い
る
小
さ
な
商
店

街
（
と
い
う
か
路
地
…
）
が
あ

る
。
そ
の
一
角
に
あ
る
の
が

「
甜
蜜
蜜
」
。
え
っ
、
こ
こ
に
カ

フ
ェ
が
！
と
い
う
よ
う
な
場
所
○

香
港
映
画
に
ハ
マ
リ
、
香
港
が

大
好
き
と
い
う
店
長
の
船
原
真

美
子
さ
ん
。
な
る
ほ
ど
香
港
の

路
地
裏
の
世
界
だ
（
行
っ
た
こ

・
ホ
ン
コ
ン
ス
イ
ー
ッ
カ
フ
ェ

香
港
甜
品
店

「
甜
蜜
蜜
（
テ
ィ
ン
マ
マ
）
」

水１７１１盃．
曜・．・・Ｏ｜
･００３０７ナ

第ｊｊ８Ｉ
２２２１５１ハ
火．．．．２ウ
曜００００４ス

休でＴｆ８
ＯＯ７４

２’１４；階
四００３

，－〃

／

と
な
い
け
ど
イ
メ
ー
ジ
）
。
船

原
さ
ん
が
、
姉
の
か
な
子
さ
ん

と
一
緒
に
手
作
り
で
作
っ
た
店
○

内
装
や
家
具
の
一
部
も
手
作
り
。

何
度
も
香
港
に
行
っ
た
船
原

さ
ん
姉
妹
。
「
香
港
は
果
物
が

豊
富
で
、
特
に
デ
ザ
ー
ト
は
お

い
し
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
身
体

や
美
容
の
こ
と
を
考
え
た
も
の

ば
か
り
」
と
、
香
港
の
デ
ザ
ー

ト
と
中
国
茶
の
カ
フ
ェ
を
オ
ー

プ
ン
し
た
。
美
肌
と
黒
髪
の
た

め
に
は
、
大
量
の
黒
ご
ま
と
水

だ
け
で
炊
い
た
白
玉
だ
ん
ご
入

り
黒
ご
ま
の
お
汁
粉
（
５
０
０

円
）
、
香
港
で
は
ふ
つ
う
に
食

べ
ら
れ
て
い
る
亀
の
甲
ら
の
ゼ

リ
ー
（
５
０
０
円
）
な
ど
。
各

種
中
国
茶
の
ほ
か
、
中
国
茶
葉

で
つ
く
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ミ

ル
ク
テ
ィ
（
６
０
０
円
）
は
お

す
す
め
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ

（
７
５
０
円
）
な
ど
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
、
午
後
３
時
や
は
ど
ん

ぶ
り
も
の
や
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
晩

ご
は
ん
（
９
０
０
円
）
も
あ
る
。

小
さ
い
空
間
だ
け
ど
メ
ニ
ュ
ー

が
と
て
も
豊
富
。

圃
甜
蜜
蜜

神
戸
市
東
灘
区
岡
本
１
１
８
１
１

盃
０
７
８
１
４
４
１
‐
０
３
３
８

掴
如
、
～
理
”
加

水
曜
休

金且

まさに香港の路地裏の雰囲気！
香港映両卜映会も企画きれているとか②

曲

llmlWlm３３

，錘錦箇 曹逢由血

蕊
磯神戸
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町へのさまざまな思いがカルタに

1０２

喜
び
・
怒
り
・
哀
し
み
・
楽

し
み
御
菅
カ
ル
タ
原
画
展

１
／
刀
㈹
～
２
／
８
⑧

Ⅱ
如
叩
～
旧
叩
㈹
月
曜
休
廊

北
野
五
・
・
百
美
術
函
（
山
本
通
り
）

恋
０
７
８
１
２
６
２
１
９
１
４
０

ゴ
ヰ
ロ
ヘ
へ
三
二
三
．
『
ご
『
０
ｍ
で
。
。
ｏ
ヨ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
奏
で
る
少

年
・
チ
ュ
ン
と
、
息
子
を
一
流

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ー
ー
ス
ト
に
し
た

い
父
。
チ
ュ
ン
は
著
名
な
先
生

の
個
人
指
導
を
受
け
、
国
際
舞

台
へ
と
羽
ば
た
く
た
め
の
チ
ャ

ン
ス
を
掴
む
が
、
そ
れ
は
愛
す

る
父
と
の
別
れ
を
意
味
し
て
い

た
・
・
・
。
『
さ
ら
ば
わ
が
愛
」
等

で
知
ら
れ
る
中
国
の
名
監
督
が
、

現
在
の
北
京
を
舞
台
に
描
い
た

心
温
ま
る
物
語
。

チ
キ
ン
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ

ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
「
あ
り
が
と
う
」

２
／
１
日
〃
碓
叩
開
演

チ
キ
ン
ジ
ョ
ー
ジ
（
生
田
神
社
西
）

前
売
４
０
０
０
円
当
日
４
５
０
０
円

④
問
合
せ
／
さ
だ
企
画
Ｃ
Ｇ
Ｓ

電
０
６
１
６
３
６
２
１
８
１
２
２

ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
な
ど
で
、

そ
の
声
の
美
し
さ
で
神
戸
の
街

を
魅
了
し
て
き
た
ア
カ
ペ
ラ
グ

ル
ー
プ
「
チ
キ
ン
ガ
ー
リ
ッ
ク

ス
テ
ー
キ
」
。
メ
ン
バ
ー
６
人

と
も
神
戸
出
身
。
昨
年
メ
ジ
ャ
ー

デ
ビ
ュ
ー
を
は
た
し
た
彼
ら
が
、

久
し
振
り
に
地
元
で
ラ
イ
ブ
を
。

人
間
の
声
だ
け
で
演
奏
、
歌
い

上
げ
る
そ
の
歌
唱
力
、
音
楽
、

詞
は
と
に
か
く
す
ば
ら
し
い
。

Ⅲ
Ｕ
Ｓ
ｌ
Ｃ

イベント

Ｃ
Ｄ
紹
介

スケジュール

2004.1-2

チキンガーリックステーキ

留
学
生
支
援
の
た
め
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
映
画
会
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
部
は
「
留
学
生
が
語
る
ア

ジ
ア
映
画
の
現
在
」
と
題
し
、

中
国
・
韓
国
・
ド
イ
ツ
・
イ
ン

ド
か
ら
の
留
学
生
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
な
っ
て
シ
ネ
マ
ト
ー
ク
を

開
催
。
第
２
部
で
チ
ェ
ン
。
カ

イ
コ
ー
監
督
の
『
北
京
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
」
を
上
映
す
る
。
２
０

０
２
年
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

国
際
映
画
祭
で
最
優
秀
監
督
賞
、

最
優
秀
主
演
男
優
賞
を
受
賞
し

た
作
品
。
人
々
の
心
を
潤
ま
せ

ﾁｪﾝ･カイコー監督作品「北京ウｧｲｵﾘﾝ」

森
岡
公
隆
・
林
敏
之

「
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

本
誌
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
対
談
」

で
も
登
場
の
林
敏
之
さ
ん
と
、

同
志
社
大
学
時
代
の
ラ
グ
ビ
ー

部
の
仲
間
だ
っ
た
森
岡
公
隆
さ

ん
が
歌
う
。
「
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｙ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
は
、
森
岡
さ
ん

が
田
歳
の
こ
ろ
作
詞
・
作
曲
し

た
青
春
の
歌
。
今
回
の
Ｃ
Ｄ
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
編
曲
を
手
が

け
た
の
は
、
ゴ
ス
ペ
ラ
ー
ズ
の

名
曲
「
永
遠
に
」
の
作
曲
者
で

あ
る
妹
尾
武
さ
ん
。
ラ
グ
ビ
ー

好
き
の
妹
尾
さ
ん
は
林
さ
ん
の

大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
歌
が
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
た
。

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
を
わ
け
て
も
ら
え

る
１
曲
。

■
Ｃ
Ｄ
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

月
刊
神
戸
っ
子
ま
で
。

震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
長
田
区
御
蔵
通
・
菅
原
通
地

区
。
あ
れ
か
ら
９
年
が
た
ち
、

町
は
震
災
前
の
面
影
を
ほ
ん
の

一
部
残
す
の
み
で
、
街
並
み
も

人
間
関
係
も
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

昨
年
か
ら
、
御
菅
の
町
が
好

き
な
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
「
御

菅
カ
ル
タ
」
の
制
作
を
始
め
、

参
加
者
・
協
力
者
は
蜘
名
を
越

え
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
。

「
狭
い
路
地
楽
し
か
っ
た
ね
井

戸
端
会
議
」
「
語
り
継
ぐ
あ
の

日
の
こ
と
を
き
れ
い
に
な
っ
た

鯵

神
戸
チ
キ
ン
ジ
ョ
ー
ジ
で
の
ラ

イ
ブ
に
読
者
３
名
様
を
ご
招
待
。

詳
し
く
は
左
下
の
愛
読
者
プ
レ

ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
参
照
。

Ａ
Ｒ
Ｔ

留
学
生
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
映

画
の
集
い

「
北
京
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」

２
／
１
口
旧
叩
叩
開
場

ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
新
長
田
駅
南
）

当
日
一
般
１
２
０
０
円

前
売
一
般
１
０
０
０
円

留
学
生
・
学
生
６
０
０
円

②
問
合
せ
／
交
流
セ
ン
タ
ー

窟
０
７
８
１
６
４
６
１
７
１
０
０

誇琴一へＩ

こ
の
街
で
」
な
ど
、
町
の
人
々

の
今
の
思
い
を
綴
っ
た
句
、
そ

れ
を
表
現
し
た
絵
が
カ
ル
タ
に

な
っ
た
。
今
回
、
カ
ル
タ
に
な
っ

た
原
画
船
枚
を
展
示
す
る
。
カ

ル
タ
の
即
売
も
あ
り
。

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｍ
Ａ
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愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

☆
チ
キ
ン
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
テ
ー
キ
・
ラ

イ
ブ
ご
招
待
券
（
２
／
１
神
戸
チ
キ
ン

ジ
ョ
ー
ジ
）
３
名

☆
映
画
館
招
待
券

●
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん
（
湊
川

公
園
）
２
名

１
／
６
～
猫
「
北
京
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」

「
サ
ハ
ラ
に
舞
う
羽
根
」
▽
１
／
Ⅳ
～

”
「
パ
イ
レ
ー
ッ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア

ン
」
「
ア
イ
・
ス
パ
イ
」

●
ペ
レ
ー
ネ
シ
ネ
マ
（
西
区
）
ペ
ア
５

組１
／
Ⅳ
～
２
／
６
「
こ
ち
ら
葛
飾
区
亀

有
公
園
前
派
出
所
」
▽
１
／
Ⅳ
～
２
／

６
「
あ
た
し
ン
ち
」
▽
２
／
７
～
３
／

５
「
着
信
ア
リ
」
▽
２
／
７
～
３
／
５

「
パ
ッ
ド
ポ
ー
イ
ズ
２
パ
ッ
ド
」

●
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
（
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
）

２
名
１
／
Ⅳ
～
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
▽
１
／

Ⅳ
～
署
信
ア
リ
」
▽
１
／
鯉
～
「
シ
ー

ビ
ス
ヶ
ッ
ト
」
▽
２
／
７
～
「
赤
い
月
」

▽
２
／
７
～
「
ラ
ブ
・
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
」

★
西
灘
劇
場
（
灘
区
水
道
筋
）
ペ
ア
５

組上
映
中
～
１
／
９
「
藍
色
夏
謹
言
。
意

穆
の
号
匡
▽
１
／
ｍ
～
詔
「
散
歩
す
る

惑
星
」
「
え
び
ボ
ク
サ
ー
」
▽
１
／
鯉

～
２
／
６
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
マ
ン
ポ
」

「
春
の
惑
い
」

0３

※
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト
（
劇
場
名
）
②
住
所
・
氏

名
③
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
書

い
て
〒
６
５
０
１
０
０
１
１
神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
２
１
個
１
３
建
創
ビ

ル
４
階
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
７
８
１
３
３
１
１

２
７
９
５
）
「
月
刊
神
戸
弓
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

⑩ライブハウス・スケジュール１月

園チキンジョージ
TEL､078-392-0146

http://www､chicken-geo咽8‘ＣＯ・lｐ

９(金)･10(±）Gargoyle
16（金）東京スカパラダイスオー
ケストラ

17(±）平松愛理

19（月）ZAZENBOYS
20（火）NANlWAEXP
21（水）トレスアミーゴスＶＳＮ

2２

２３

ＡＮｌＷＡＥＸＰ

（木）石田長生
(金)･24(土）上田正樹

28（水）ＳＨＵＺＯ&Ｃ

29（木）木村充揮
30（金）三宅伸治/MOJO-CLUB
31(±〉ＤＡ･BUDS

回ピァジュリァン
ＴＥＬ,078-391-8081

http://ＷＷＷ,pia-juIiencom

５（月）小笠原薫(v､)山内尚子
（p）

８（木）高橋乗子(vc)近藤美香(p）
９（金）田中希美(Vo)片桐えみ(p）

41（日）小野朝子(vo)大迫めぐ
み(p）

12（月）中鼻佐和(v､)留由美子
（p）

13（火）！.』本朋子(ハープ)武村
美穂子(フルート）

14（水）田中郷子(vo)西奈央子
（p）

15（木）西本淳(Sax)原田恭子(p）

16（金）奥野香織(p）
17(±〕田中靖子(p）

18（日）金津佳代子(p）

１９（月）小笠原薫(v､)１１内尚子
（p）

20（火）大｣::江里子(コントラバ
ス）

21（水）米滞傑(t､)ディナー･コン
サート

22（木）近藤美香(p）
23（金）鈴木華重子(p）
27（火）宮崎万里(v､>植田浩徳
（p）

28（水）藤渓優子企画
29（木）新田綾子(ヴィオラ)田中
靖子(p）

30（金）松濯須美(mezzo)片桐え
み(p）

31(二士〉高島依子(sp)謙田史子(p）

回HoIIy,ｓ
TEL､078-251-5147

http://WWW､kobe-hollys.c○ｍ
８（木）藤村麻紀(v)他
９（金）雨宮千晶Ｍ植田良太(p）
前田淳二(b）

10(土）HANNY(v)小泉ゆうこ(p）
川野祐哉(b)高野正明(d）
荻田和貴男(9)

15（木）鈴木久美子(Sax)宗川信
（b)他

16（金）HAWAlIANハレクラニＢ
ＯＹＳ

１７(土）長井美恵子(p)森本優子

(fi）

22（木）宮下博行(plI西垣昌也(b）
高野正明〈d）

23（金）川端やよい(v)他
24(±）大川Yoko<v)世古昌義〈p）
坂崎拓也(b)樋口広大(｡）

29（木）大内玲子(p)他
30（金）CHOKAMlIT11

31(土）松永しんすけ(p)小林み
つる(v）

回菖屋宗兵衛
TEL､078-332-朝963

http://ＷＷＷ．soUbei,net／
10(土）オノペッツ(JAZZ）
19（月）鈴木一郎カルテット

21（水）山下幸江(v）
25（日）ひれのけいいちろうBig

BandＪａｚｚ

園ＷＡＣＡ２

TELO78-333-6768

http:〃www.h3.dion､nejp/~waca
l5（木）MONKEYDEAD
24(土）鏑木修(Sax)＆佐々 木義

国SＯ

広(9)デュオLlVE

TeLO78-221-2055

http://kob8-sonacom
３(土）北荘桂子
４（日）ロイヤル・フラッシュ・
ジャズバンド

５（月）新井雅代

６（火）ペティ鞍富

７｡k）辛島寿美子片岡学カ
ルテット

８（木）北荘桂子大塚善章ﾄリ
オ

９（金）大越理加

10(土）新井雅代
11（日）北荘桂子鍋島直調カ
ルテット

12（月）大越理加

13（火）溝口恵美子

14（水）キャンディー浅田
15（木）古谷充カルテット

16（金）辛島寿美子橋本裕ギ
ターカルテット

17(土）ペティ鞍富
18(日)

19（月）
20（火）
21（水）
22（木）
23（金）
24(土）
25（日）

26（月）
27(火）

ジャネット藤井貞泰ﾄリ

オ

19（月）北荘桂子
20（火）原田裕子
21（水）新井雅代
22（木）宮野英子
23(詞新井雅代
24(土）大越理加
25（日）中島徹ブラジリアンクイ
ンテット

26（月）北荘桂子
27（火）南滝実子

28（水）岩宮美和ひきがたり
29（木）新井雅代長谷Jll元伸
カルテット

30（金）大越理加藤井貞泰ﾄリ
オ

31(土）北荘桂子
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全
な
社
会
生
活
を
営
む
上
で
欠

か
せ
な
い
徳
目
で
あ
る
。
「
兵

庫
経
営
塾
」
は
、
商
い
の
心
を

活
か
し
た
人
材
育
成
講
座
の
開

催
を
通
じ
て
論
明
る
い
社
会
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
基
本

理
念
と
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
理

事
長
に
は
田
中
博
人
氏
（
元
甲

南
大
学
野
球
部
監
督
）
が
、
ま

た
顧
問
に
は
、
瀧
川
博
司
氏

（
兵
庫
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長
）
、

上
島
康
男
氏
（
ウ
エ
シ
マ
コ
ー

ヒ
ー
フ
ー
ズ
会
長
）
、
山
根
秀

夫
氏
（
神
戸
新
聞
社
会
長
）
、

森
恒
夫
氏
（
元
甲
南
大
学
学
長
）

が
就
任
。
２
月
７
日
（
土
）
巧

時
よ
り
、
兵
庫
県
民
会
館
に
て
、

仲
井
光
夫
氏
（
大
阪
能
率
協
会

副
会
長
）
を
招
い
て
発
足
記
念

講
演
会
（
無
料
）
を
開
催
す
る
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
、
よ
り
よ
い
社

会
経
営
を
学
び
た
い
。

～
公
開
講
座
の
ご
案
内
～

２
月
ｌ
記
念
講
演
会
「
発
想
の

☆
第
１
回
神
戸
カ
メ
ラ
マ
ン
協

会
初
心
者
教
室

基
礎
か
ら
学
び
た
い
と
い
う

カ
メ
ラ
愛
好
家
の
要
望
に
応
え
、

神
戸
カ
メ
ラ
マ
ン
協
会
で
は

「
は
じ
め
て
の
写
真
教
室
」
を

新
設
し
た
。
年
６
回
奇
数
月
の

日
曜
日
の
午
後
開
講
で
協
会
員

以
外
の
参
加
も
大
歓
迎
。
１
回

目
は
１
月
岨
日
日
過
恥
加
～
略
醒

㈹
・
神
戸
海
員
会
館
会
議
室
に

て
。
受
講
費
は
年
１
万
２
千
円

と
入
会
金
２
千
円
。
カ
メ
ラ
と

近
作
プ
リ
ン
ト
を
持
参
の
こ
と
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
プ
ロ
の
手
ほ

共学１共育！兵庫経営塾

☆
商
い
の
心
を
活
か
そ
う
！

「
兵
庫
経
営
塾
」
設
立

経
営
風
土
づ
く
り
が
経
営
発

展
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い

る
今
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
兵
庫
経

営
塾
」
が
設
立
さ
れ
た
。
経
済

発
展
の
「
負
の
産
物
」
と
し
て
、

精
神
が
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
現
代
、

優
先
し
て
復
興
す
べ
き
は
精
神

で
あ
り
、
そ
の
根
幹
は
「
商
い

の
心
」
に
他
な
ら
な
い
。
「
商

い
」
は
す
べ
て
の
仕
事
の
本
質

で
あ
り
、
「
商
い
の
心
」
は
、

す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
、
健

塾 ｢k--f:胃
ボ
ケ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
６
５
０
．
８
７
９
０
神
戸
市

中
央
区
中
町
通
４
．
２
．
ｕ
村

上
ピ
ル
Ｂ
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３

６
０
ｏ
ｌ
２
５
７

眼
と
眼
で

１０４

転
換
と
経
営
者
の
決
断
ｌ
松
下

幸
之
助
創
業
者
に
学
ん
だ
こ
と
」

２
／
７
田
巧
如
加
～
恥
》
帥

講
師
仲
井
光
夫
氏

３
月
ｌ
①
「
経
営
の
中
枢
を
担

う
人
材
育
成
担
当
者
研
修
」
３

／
Ⅲ
伽
、
”
卯
～
Ⅳ
“
㈹
②

「
社
徳
と
業
績
を
高
め
る
経
営

理
念
実
践
研
修
」
３
／
喝
㈱
Ⅲ
”

㈹
～
Ⅳ
“
伽
③
「
積
極
的
倫
理

の
実
践
経
営
不
祥
事
防
止
研

修
」
３
／
羽
㈹
皿
函
帥
～
Ⅳ
恥

的
④
「
顧
客
の
視
点
に
立
っ
た

顧
客
満
足
実
践
研
修
」
３
／
舶

圏
加
癖
的
～
Ⅳ
函
卯

圃
問
合
わ
せ
兵
庫
経
営
塾

盃
０
７
８
．
３
６
１
．
０
５
６
５

宮
ｇ
き
き
葛
急
．
ｇ
ｏ
‐
冨
品
○
・
甘

「
誕
生
日
フ
ェ
ス
タ
」
で
は

多
く
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

も
つ
人
と
接
し
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
ね
ら
い
の
一
つ
で
す
。

東
灘
か
ら
徒
歩
で
来
た
人
が

万
歩
計
を
誇
ら
し
げ
に
示
す
。

作
業
所
で
の
慣
れ
た
技
を
教
え

る
人
、
生
徒
に
し
た
市
民
に
囲

ま
れ
て
、
困
っ
た
顔
が
愉
快
で

し
た
。次
は
も
っ
と
よ
く
準
備
を
し

て
お
き
た
い
っ
て
、
来
年
の
こ

と
ま
で
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。

眼
と
眼
で
話
が
で
き
ま
し
た
。

疲
れ
た
と
問
い
か
け
て
き
ま
す
。

「
で
も
楽
し
か
っ
た
ね
」
と
笑

み
で
返
し
ま
す
。

施
設
は
解
体
さ
れ
ま
す
。
す

る
と
毎
日
が
交
流
で
す
。
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
わ
る
好
機

が
あ
な
た
に
も
や
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。

新
し
い
こ
と
に
挑
む
ゆ
と
り

と
勇
気
を
互
い
に
持
ち
合
い
た

い
も
の
で
す
。

松
の
事
は
松
に
習
へ
、
竹
の
事

は
竹
に
習
へ
（
芭
蕉
）

１
Ｍ

誕
生
日

あ
り
が
と
一

運
動
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為 は
ぎ
」
子
息
西
村
泰
利
氏
の
会
葬

の
ご
挨
拶
よ
り
。

ｌ
父
、
西
村
功
は
大
正
理
年

加
月
邪
日
、
大
阪
に
次
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
頃
に

聴
覚
を
失
い
ま
し
た
が
、
絵
を

描
く
こ
と
が
好
き
で
、
現
在
の

武
蔵
野
美
術
大
学
を
卒
業
、
二

紀
会
に
お
世
話
に
な
り
、
朝
か

ら
晩
ま
で
毎
日
絵
を
描
い
て
お

ツ

☆
さ
よ
う
な
ら
西
村
功
画
伯

昨
年
ｎ
月
１
日
神
戸
市
内
の

病
院
で
、
西
村
功
画
伯
が
亡
く

な
ら
れ
た
。
享
年
帥
歳
。
以
下

ど
き
を
受
け
て
み
よ
う
。

■
問
合
わ
せ
神
戸
カ
メ
ラ
マ

ン
協
会
事
務
局
山
崎
ま
で
。

盃
０
７
８
．
７
８
１
．
４
７
１
１

皿
０
７
８
．
７
８
１
．
４
７
２
２

1０５

☆
名
物
Ｂ
Ａ
Ｒ
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ

の
灯
が
消
え
て
…
ご
苦
労
さ
ま

ｎ
月
５
日
。
Ｂ
Ａ
Ｒ
ト
ム
・
キ
ャ

ン
テ
ィ
（
榊
晴
夫
社
長
）
の
『
こ

の
道
一
筋
別
年
』
の
祝
賀
会
を
開

こ
う
と
、
常
連
客
が
集
っ
て
、
ゲ

ス
ト
に
大
村
堂
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
き
、
対
談
を
し
よ
う
と
榊
さ
ん

も
フ
ァ
ン
も
張
切
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
突
然
、
市
民
病
院
か

ら
電
話
が
あ
っ
て
心
臓
の
手
術
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
、
手
術
待

ち
と
い
う
榊
さ
ん
か
ら
の
電
話
に
、

「
そ
ん
な
ア
ホ
な
」
と
唖
然
と
し

花時計

た
。
帥
年
目
を
目
前
に
し
て
神
様

の
厳
し
い
ご
託
宣
だ
。

「
神
様
か
ら
頂
い
た
お
休
み
だ

か
ら
、
ゆ
っ
く
り
誕
生
し
な
く
て

は
…
」
と
、
お
見
舞
に
行
っ
た
も

の
の
残
念
だ
っ
た
。

新
世
紀
の
ボ
ー
イ
か
ら
、
こ
こ

で
寛
ち
ゃ
ん
と
共
に
働
き
、
Ｃ
Ｌ

Ｕ
Ｂ
プ
ル
ー
リ
ポ
ン
で
、
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
神
戸

の
古
き
良
き
お
客
さ
ま
に
可
愛
が

ら
れ
て
、
次
に
自
立
、
Ｂ
Ａ
Ｒ
キ
ャ

ン
テ
ィ
を
三
宮
の
生
田
新
道
南
に

オ
ー
プ
ン
。
テ
ー
ル
シ
チ
ュ
ー
の

美
味
し
い
人
気
の
店
に
な
っ
た
。

神
戸
っ
子
と
の
お
付
き
合
い
も

そ
の
頃
か
ら
で
「
キ
ャ
ン
テ
ィ
コ
ー

ナ
ー
」
が
生
れ
、
次
々
神
戸
っ
子

が
登
場
し
た
。

そ
の
次
は
生
田
新
道
の
イ
ギ
リ

ス
風
の
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
繁

盛
し
、
さ
ら
に
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
の
一
階
に
、
ピ
ア
ノ
ラ
ウ
ン
ジ

の
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｂ
Ａ
Ｒ
で
、

、
：
患
醐
割

癖
・
一
（
｜
電
撫

り
ま
し
た
。
神
戸
の
た
く
さ
ん

の
人
に
愛
さ
れ
、
安
井
賞
を
始

め
数
々
の
賞
を
い
た
だ
き
、
毎

年
母
と
一
緒
に
パ
リ
へ
絵
を
描

き
に
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
帥

年
、
悔
い
の
な
い
人
生
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
度
、

皆
様
一
人
一
人
と
握
手
を
し
て

お
別
れ
し
た
か
っ
た
と
は
思
い

ま
す
が
、
皆
様
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
旅
立
ち
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
々
に
お
見
送
り

い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ｌ

西
村
画
伯
は
こ
れ
か
ら
も
作

品
の
中
に
生
き
続
け
て
い
か
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

☆
華
道
専
正
池
坊
・
日
本
礼
道
小
笠

原
流
家
元
の
諸
泉
頼
子
さ
ん
か
ら
新

事
務
所
の
移
転
の
お
知
ら
せ
。
〒
６

５
８
．
０
０
６
３
束
灘
区
住
吉
山
手

３
．
２
・
班
Ⅲ
０
７
８
．
８
１
１
。

１
６
０
１
剛
０
７
８
．
８
１
１
。

３
１
０
６
新
事
獅
所
開
設
日
。
平
成

巧
年
ｎ
月
８
日
⑪

☆
女
流
書
家
望
月
美
佐
先
生
の
新
年

の
集
い
の
ご
案
内
が
。
平
成
肥
年
１

月
肥
日
⑧
４
時
開
宴
。
生
田
神
社
会

館
４
階
ホ
ー
ル
／
会
挫
／
１
万
５
千

円
。
望
月
美
佐
の
会
Ⅲ
０
７
８
．
５

１
１
．
７
０
８
４
肌
０
７
８
．
５

１
１
．
７
０
８
３

★
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
の
星
住
輝

子
さ
ん
が
引
越
さ
れ
ま
し
た
。
新
住

所
〒
６
６
２
．
０
０
７
５
西
宮
市
南

越
木
岩
町
２
．
”
・
１
０
４
苦
楽
園

ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
皿
０
７
９
８
．
７

４
．
７
０
８
６
伽
０
７
９
８
．
７

３
．
１
４
４
３

☆
㈱
サ
ン
コ
ト
プ
キ
の
副
社
長
細
谷

春
人
さ
ん
が
、
斎
藤
麻
悠
子
さ
ん
と

ｎ
月
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
新
居
か
ら
の

ご
あ
い
さ
つ
が
。
〒
６
５
９
．
０
０

１
４
芦
屋
市
翠
丘
町
姐
・
６
フ
ィ
ル

グ
リ
ー
ン
芦
屋
４
０
３

☆
㈱
エ
フ
ェ
ル
エ
ス
（
代
表
取
締
役

荒
牧
英
樹
氏
）
が
勉
月
１
日
か
ら
三

富
堀
抑
社
束
に
、
新
社
屋
（
地
下
１
階

地
上
６
階
）
を
統
合
し
、
本
社
を
移

転
○
営
業
部
・
総
務
部
・
デ
リ
バ
リ
ー

セ
ン
タ
ｉ
・
デ
ン
マ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
塑
月
６
日
オ
ー
プ
ン
）
も
集
結
オ
ー

プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
１
階
に
は
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
も
あ
り
、
神
戸
旧

居
留
地
の
新
名
物
の
誕
生
！
〒
６
５

０
．
０
０
２
１
神
一
屋
巾
中
央
区
三
宮

町
２
．
４
．
１
皿
０
７
８
．
３
２
７
．

３
８
１
１
剛
０
７
８
．
３
７
２
．

３
８
２
４
（
以
前
と
同
じ
）

☆
兵
庫
県
日
韓
親
善
協
会
理
事
の
富

永
貿
易
の
富
永
和
男
相
談
役
が
、
岨

月
４
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
６
日
に
ご

葬
儀
が
取
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
元
町
電
機
の
社
長
・
沢
井
修
さ
ん

が
岨
月
１
日
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

西村功画伯・安井賞、文部大臣賞、
神戸市文化賞、総理大臣賞受賞

=曾塁塗当＝

3閲
■

神
戸
の
経
済
人
、
文
化
人
、
ま
た
、

束
京
・
大
阪
・
京
都
か
ら
の
芸
能

人
も
や
っ
て
来
て
一
世
を
風
扉
し

た
。
そ
し
て
帥
代
に
な
っ
た
オ
ー
ナ
ー

の
榊
さ
ん
は
、
も
う
一
度
原
点
に

も
ど
っ
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
あ
る

Ｂ
Ａ
Ｒ
ト
ム
・
キ
ャ
ン
テ
ィ
で
シ
ェ
ー

カ
ー
を
振
っ
た
。
震
災
も
越
え
て
、

お
客
を
励
ま
し
て
の
加
納
町
の
店

ま
で
別
年
間
頑
張
り
続
け
た
。

ｕ
月
初
め
手
術
も
成
功
し
た
榊

さ
ん
が
、
し
あ
わ
せ
の
村
で
リ
ハ

ビ
リ
に
入
っ
た
が
、
羽
日
で
閉
店

と
の
知
ら
せ
。
お
別
れ
会
に
も
、

に
こ
や
か
に
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
た

ら
な
い
榊
さ
ん
の
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム

に
、
淋
し
い
が
「
こ
れ
で
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
た
。
名
物
ト
ム
・
キ
ャ

ン
テ
ィ
の
灯
は
消
え
た
が
、
榊
さ

ん
の
ハ
イ
カ
ラ
な
神
戸
っ
子
気
質

は
フ
ァ
ン
に
受
け
つ
が
れ
て
行
く
。

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
キ
ャ
ン
テ
ィ
！（Ｍ
・
Ｋ
）
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閥”

際
六甲山トレッキングツアー企画画

協力：（株）アシックス・イカワスポーツ

六甲を見逃すな〃ノノ●●一
喉
〃
堅

ＳＡＭＯＴＯＣＵＮｌＣＬ．山一再ノ

ママといっしょに
四季折々の六甲山を感じながら、

山の歩き方、山の楽しみ方を体
験できます。

ながら、

(方を体

神戸市兵庫区中道通4-1-15

TEL：078-575-1024（病室TEL：078-577-7034）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備⑦

色

巻

知

月刊神戸っ子

事務局‘IELO78331-2246EAXO78331-2795

E-Mailkobecco＠ｃｍx･ocn､nejp

1０６

可

第６回

六甲山トレッキングツアー／六甲山冬景色

◆日時：２月18日㈱

◆コース：裏六甲縦走路
●参加費：3,000円

（交通費、食費は個人負担）

下山後、コーディネーターを囲んでの茶話会
を企画します（参加費に含まれます）

●締切：２月10日

ﾛ硝砦

コーディネーター

重度恒夫氏井川勲氏

(ｱｩ藤笑患ﾀー ）（ｲｶﾜｽボー ﾂ腐主）

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

◎申込方法：月刊神戸っ子へお電話下さいませ。

服装、装備のご相談は、イカワスポーツへ

神戸市中央区下山手通3-3-1ウエルストンビル1Ｆ
TEL,078-331雷3390ＦＡＸ､078-331-8087

なかにいり力、

あかちやん：中新梨花ちゃん
（平成15年４月24日生まれ）

パパ：浩二さん

ママ：真彩子さん

｢お友達がたくさんできるといいね｡」

０
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1０７

【海からのｴﾅジー】仁丹のフコイダン’

ＦＵ百3000菱篭潔慧誉
フコイダン+S菌糸体した代萱医療食品

蕊鍔雲!曇り
褐藻類の成分「フコイダン」が癌細胞を自滅させる。
フコイダンが癌細胞をアポトーシス（細胞の自殺作用）する

ことが第55回ロ木癌学会で発表されました。以後臨床研究が
盛んに実施され、代替医療食品として今、注目されています。

フコイダンとはアガリクス菌糸体とは
海藻類に含まれる多蕊類成分の総学名を「アガリクスフラゼイ」と
称で部分的に硫酸化されたフコーいい、原産地はブラジルです。
スを主撹成成分としています｡褐１９８o年の日本蕊浬学会、日本癌
藻類より抽出された｢ﾌｺｲダﾝ」学会総会等で制ガン効果が発表さ
は､近年､数多くの生理活性作用れました。多糖体のβ･D･グルカン
が見いだされています。を含んでいます。

｜ﾒｼﾏｺ頼雑ｴｷｽと億ｽｴﾋﾛﾀｹ菌論陣と臆
長崎県男女群島の女島(メシマ〕に水溶性のβ-1-3･グルカンを豊富に
野生する桑の幹に寄生することか含んでいます。β-1-3．グルカンは
らこの名がついたといわれていま免疫賦活作用がありますが、水溶
す。メシマコブ菌糸体を熱水抽出性になると消化管免疫組織の機能
したエキスは免疫力を活発にするを高めやすいといわれています。

働きがあるといわれています。加齢により免疫力が低下した高齢

歯ii綱IﾘﾘL蛎雲l;ﾋﾙﾙ
。熟臆代理店ｴﾙﾑｻポー ﾄｸﾗプ

謡8椙8二謂二詣畠担当土井

☆創刊43周年月刊神戸っ子記念パーティ

KOBECCO祭り2004
ご案内

日時

会場

会費

2004年３月３日（水）

午後５時30分受付

午後６時開演

神戸ポートピアホテル

￥12,000

●第33回ブルーメール賞

●第14回神戸っ子賞授賞式
●2004年神戸酒徒番附揃い呑み
●ショータイム・ひな祭り紅白歌合戦他

主催神戸っ子の会
事務局神戸市中央区下山手通2丁目13=３建創ビル4Ｆ
〒650-OO11Tel(078）331-2246Fax(078）331-2795
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「
き
ょ
う
オ
レ
が
負
け
た
ら
オ
レ
が
も
つ
か
ら
徹
底
的
に
飲
も

う
」
と
ま
ず
宣
言
す
る
。
相
手
が
ま
だ
ゴ
ル
フ
通
に
達
し
て
い
な

か
っ
た
ら
、
こ
の
言
葉
だ
け
で
テ
キ
は
興
奮
し
、
ミ
ス
を
す
る
だ

ろ
う
。
も
し
テ
キ
が
勝
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
堂
々
と
テ
キ
を
従
え

酒
屋
に
い
く
の
で
あ
る
。
（
「
酒
屋
」
で
あ
っ
て
「
酒
場
」
で
な

い
こ
と
に
注
意
）

テ
キ
は
酒
屋
へ
連
れ
て
こ
ら
れ
て
驚
く
だ
ろ
う
。
（
驚
い
た
だ

け
で
も
こ
ち
ら
の
勝
、
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
紳
士
と
パ
ブ
と
の
関
係

に
つ
い
て
一
席
ぶ
つ
）

酒
屋
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
、
建
築
現
場
が
え
り
の
ト
ビ
職
、
沖

か
ら
あ
が
っ
て
き
た
荷
役
の
仲
間
（
ギ
ャ
ン
グ
と
い
う
）
非
番
の

タ
ク
シ
ー
運
転
手
諸
君
が
コ
ッ
プ
酒
、
二
級
ウ
ィ
ス
キ
ー
、
梅
割

り
な
ど
を
か
た
む
け
て
い
る
。

驚
い
た
テ
キ
に
「
こ
こ
で
ゴ
ル
フ
の
話
は
禁
物
な
ん
だ
。
ゴ
ル

フ
人
種
に
敵
意
を
も
つ
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
な
」
と
さ

さ
や
く
。
こ
う
し
て
勝
っ
た
プ
レ
ー
の
自
慢
話
を
封
じ
る
。
ゴ
ル

冷
出
○
気
弓
庁
○
ぴ
①
い
、
①
口
叶
』
ｇ
ゴ
蝕
己

ゴ
ル
フ
は
「
紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
」
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
意
味
に

お
い
て
そ
う
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
を
飛
ば
し
た
り
転
し
た
り
し
て
、

穴
に
入
れ
る
だ
け
の
単
純
な
も
の
に
、
紳
士
性
を
試
す
種
々
の
イ

ジ
ワ
ル
が
付
加
さ
れ
た
も
の
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

さ
て
、
「
紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
」
の
意
義
を
考
え
よ
う
。
〃
紳
士

の
″
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ゴ
ル
フ
は
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
っ
て
は
な
ら

な
い
Ｉ
が
、
紳
士
の
〃
ス
ポ
ー
ツ
″
で
あ
る
以
上
、
勝
た
ね
ば
な

ら
な
い
。

警
察
官
で
推
理
作
家
で
も
あ
る
森
木
正
一
氏
は
「
半
ど
ん
」
誌

に
「
高
尚
な
カ
ン
ト
リ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
点
を
ご
ま
か
す
方
法
は
心

理
作
戦
と
称
し
て
相
手
を
心
理
的
混
乱
に
導
き
、
相
手
の
ナ
イ
ス

・
シ
ョ
ッ
ト
を
封
じ
る
方
法
で
あ
る
」
と
、
そ
の
作
戦
の
一
例
を

挙
げ
て
い
る
。

Ｏ
さ
ん
を
心
理
的
に
壊
滅
さ
せ
る
た
め
、
テ
イ
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
「
さ
す
が
に
Ｏ
さ
ん
だ
。
い
い
フ
ォ
ー
ム
だ
な
あ
」
と
さ
さ

や
く
。
そ
こ
で
Ｏ
さ
ん
は
「
一
つ
こ
い
つ
ら
に
す
ば
ら
し
い
シ
ョ

ッ
ト
を
見
せ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
気
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
シ
ョ

ッ
ト
は
失
敗
に
終
る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
よ
う
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ポ
タ
ー
氏

の
著
書
の
缶
営
両
の
旨
シ
ｚ
の
国
弓
・
目
司
同
旨
シ
ｚ
、
国
弓
・
○
ｚ

面
と
弓
旨
信
国
の
国
弓
等
に
多
数
の
例
が
あ
る
か
ら
熟
読
玩
味
さ

れ
た
い
。

ゴ
ル
フ
が
紳
士
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
限
り
、
少
な
く
と
も
イ
ジ

ワ
ル
に
お
い
て
相
手
に
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
胆
ホ
ー
ル
で
完

紳
士
入
門
④

ゴ
ル
フ
紳
士
必
勝
法

全
に
敗
け
た
人
物
に
対
し
て
も
第
四
番
目
の
ホ
ー
ル
が
残
さ
れ
て

あ
る
。
届
昏
ホ
ー
ル
で
．
ぱ
い
飲
む
こ
と
」
に
し
て
も
、
費
用

の
点
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
飲
む
場
所
に
お
い
て
、
惨
敗
を
喫
す

る
機
会
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
瀧
か
ら
敬
遠
す
る
向
き
も
多
い
。
モ

テ
ル
と
こ
ろ
へ
テ
キ
を
連
れ
て
行
っ
た
つ
も
り
が
、
こ
ち
ら
の
財

布
で
テ
キ
が
モ
テ
ル
こ
と
も
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

す
べ
て
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、
次
の
方
法
が
考
え
ら
れ
た
。

え文

鳴竹

田
洋
太
郎

居
玲

Ⅲ３
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門ﾛ別 図解」冊紳士入

1０９

フ
ァ
ー
に
と
っ
て
は
、
ゲ
ー
ム
で
負
け
る
よ
り
も
、
ゴ
ル
フ
の
話

が
禁
じ
ら
れ
る
方
が
ツ
ラ
イ
の
で
あ
る
か
ら
。

あ
な
た
は
こ
こ
で
さ
も
馴
れ
た
口
調
で
「
オ
サ
ヶ
（
二
級
酒
の

こ
と
）
二
つ
」
と
注
文
し
、
手
近
な
タ
ナ
か
ら
サ
ケ
か
ハ
マ
グ
リ

の
カ
ン
詰
め
を
と
り
、
カ
ン
切
り
で
開
け
て
も
ら
う
。
カ
ン
詰
を

ハ
シ
を
使
わ
ず
に
楊
子
だ
け
で
た
べ
な
が
ら
、
き
き
酒
用
の
茶
わ

ん
の
酒
を
飲
む
。
酒
屋
で
は
、
一
ぱ
い
は
正
一
合
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
二
は
い
も
や
る
と
相
当
に
酔
う
。
テ
キ
は
恐
ら
く
無
言
を

続
け
る
だ
ろ
う
が
、
あ
な
た
は
酒
屋
の
主
人
と
〃
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
進
出
に
伴
う
小
売
店
の
対
策
と
将
来
″
な
ど
に
つ
い
て

語
り
、
二
は
い
目
の
終
り
ご
ろ
ロ
レ
ッ
を
乱
し
、
三
ぱ
い
目
で
テ

キ
に
か
ら
ぶ
は
じ
め
る
。

テ
キ
は
逃
げ
腰
に
な
る
。
そ
こ
で
「
場
所
を
か
え
て
飲
承
直
そ

う
」
と
い
え
ば
、
大
て
い
テ
キ
は
退
散
す
る
。
こ
れ
で
勝
負
は
完

全
に
き
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

も
し
テ
キ
が
こ
れ
に
動
ぜ
ず
、
コ
ッ
プ
酒
を
ぐ
い
ぐ
い
や
っ
た

と
す
れ
ば
、
テ
キ
の
方
が
紳
士
と
し
て
一
ま
い
上
（
英
語
で
い
う

と
○
ｚ
両
‐
ｄ
弔
冨
缶
ｚ
）
な
の
で
あ
る
。
こ
ん
ご
つ
き
合
わ
な
い
こ

と
だ
。

九
六
三
年
六
月
号
掲
載

ﾐ紳士は思考する、
あ上。

私はあの馬になりたい、

然しあまり思考しすぎる。と

馬が豹に変化したりする心配がある。

即ち君子豹変也。
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北
斎
セ
ン
セ
イ
に
は
、
司
馬
江
漢
の
他
に
、
も
う
一
人
、
憧

れ
の
人
が
い
た
。
そ
れ
は
平
賀
源
内
セ
ン
セ
イ
だ
。
三
人
に
は

風
狂
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。

世
に
、
奇
人
変
人
は
多
い
。
な
か
で
も
江
戸
文
化
人
に
は
、

天
才
ゆ
え
に
常
道
を
逸
し
た
思
考
の
ゆ
え
に
、
奇
々
怪
々
た
る

ナ
ゾ
の
行
動
を
ひ
き
起
こ
す
ご
仁
が
い
る
。
私
が
選
ぶ
江
戸
三

大
奇
人
は
、
エ
レ
キ
テ
ル
発
明
（
電
気
）
の
平
賀
源
内
。
ニ
セ

モ
ノ
づ
く
り
に
情
熱
を
注
ぐ
司
馬
江
漢
。
ア
ホ
ク
サ
イ
を
ペ
ン

ネ
ー
ム
に
し
た
画
狂
人
・
葛
飾
北
斎
ら
、
世
に
も
希
な
る
お
も

し
る
セ
ン
セ
イ
方
で
あ
る
。

源
内
セ
ン
セ
イ
（
一
七
二
八
‐
七
八
）
は
、
四
国
讃
岐
の
藩

主
・
松
平
家
に
仕
え
る
足
軽
白
石
茂
左
衛
門
国
久
の
子
で
、
身

０
コ
の
か
し
ら
や
く

分
低
く
、
貧
し
く
、
物
頭
役
・
真
田
宇
左
衛
門
に
奉
公
に
出
る
。

そ
の
茶
坊
主
時
代
、
大
人
も
顔
負
け
の
博
識
、
多
才
ぶ
り
を

発
揮
し
て
、
末
恐
ろ
し
き
天
狗
小
僧
と
畏
敬
呼
ば
わ
り
さ
れ
る

程
の
ワ
ル
ガ
キ
だ
っ
た
。

向
学
心
に
燃
え
、
長
崎
に
遊
学
。
オ
ラ
ン
ダ
草
木
の
研
究
や

オ
ラ
ン
ダ
渡
り
の
珍
奇
物
に
ご
執
心
の
あ
ま
り
に
、
家
財
道
具

一
式
を
売
り
払
っ
て
で
も
好
き
な
も
の
を
買
い
蒐
め
る
…
と
い

う
ゲ
テ
モ
ノ
蒐
集
狂
と
な
る
。
「
土
用
の
丑
」
の
日
に
う
な
ぎ

を
食
べ
る
こ
と
を
考
え
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
マ
ン
。

セ
ン
セ
イ
書
き
下
ろ
し
の
浄
瑠
璃
『
神
霊
矢
口
渡
』
は
大
入

り
満
員
の
大
ヒ
ッ
ト
。
以
来
、
次
々
と
発
表
し
た
台
本
は
ど
れ

も
こ
れ
も
大
当
り
。

■
北
斎
ミ
ス
テ
リ
ー
〈
皿
〉

平
賀
源
内
ミ
ス
ー
ア
リ
ー

殺
人
事
件

中
右
瑛

平賀源内肖像イラスト（筆者画）

科
学
に
も
万
能
で
、
薬
草
研
究
、
エ
レ
キ
テ
ル
の
実
験
、
燃

か
か
ん
ぶ

え
な
い
火
涜
布
の
発
明
、
オ
ラ
ン
ダ
陶
器
を
ヒ
ン
ト
に
源
内
焼

を
創
作
す
る
な
ど
、
江
戸
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ピ
ン
チ
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
の
マ
ル
チ
天
才
ぶ
り
を
大
い
に
発
揮
し
た
の
だ
っ

た
。

一
方
、
悪
評
す
こ
ぶ
る
高
し
。
瓶
癌
癖
で
自
尊
心
強
く
、
変

質
者
。
酒
食
に
溺
れ
、
大
言
を
な
す
怪
し
げ
な
山
師
と
も
、
ペ

テ
ン
師
と
も
悪
口
を
い
わ
れ
る
。

加
え
て
、
女
嫌
い
で
極
度
の
男
色
趣
味
。
金
さ
え
あ
れ
ば
、

娘
の
格
好
を
し
た
色
子
少
年
の
い
る
芳
町
の
蔭
間
茶
屋
に
ゆ
き
、

玩
童
あ
そ
び
に
ほ
う
け
た
と
い
う
。
生
涯
、
独
身
を
貫
い
た
の

だ
っ
た
。

セ
ン
セ
イ
は
浮
世
絵
師
で
は
な
か
っ
た
が
、
絵
心
に
も
た
け
、

た
だ
な
ら
ぬ
実
力
を
発
揮
し
、
世
に
も
稀
な
る
名
画
を
残
し
た
。

日
本
で
も
初
め
て
と
い
う
油
絵
「
西
洋
夫
人
図
」
で
あ
る
。
日

本
画
顔
料
に
ナ
タ
ネ
油
を
ま
ぜ
合
わ
せ
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
つ
や
の

あ
る
油
絵
に
見
せ
か
け
た
。

晩
年
、
秋
田
藩
に
招
か
れ
、
鉱
山
技
術
を
伝
え
、
藩
士
・
佐

竹
曙
山
と
藩
士
・
小
野
田
直
武
に
西
洋
画
法
を
教
え
、
洋
画
の

110
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Ｆ
Ｅ

酢

四

先
駆
者
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
直
武

の
弟
子
の
江
漢
と
も
親
交
を
持
つ
。

セ
ン
セ
イ
の
呼
び
名
は
お
び
た
だ
し
く
多
く
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

も
そ
の
都
度
変
わ
る
。

通
称
・
平
賀
源
内
。
幼
名
、
四
方
吉
。
茶
坊
主
時
代
は
休
意
。

く
に
と
し

し
い

本
名
・
白
石
改
め
平
賀
国
倫
。
字
は
子
葬
。
別
号
・
鳩
渓
。
著

ね
な
し
ぐ
さ
低
う
ひ
る
ん

書
『
根
南
志
具
佐
』
『
放
屈
論
』
に
は
風
来
山
人
と
署
す
。
『
神

ふ
く
は
う
ち
お
に
は
そ
と

霊
矢
口
渡
』
な
ど
数
種
の
浄
瑠
璃
本
に
は
、
福
内
鬼
外
、
他
に

紙
鳶
堂
、
天
竺
老
人
、
森
羅
万
象
。
俳
名
は
李
山
と
称
し
た
。

世
に
も
絶
倫
な
行
動
派
の
セ
ン
セ
イ
。
晩
年
、
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
殺
人
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
夏
、
小
伝
馬
町
に
近
い
神
田
橋
本

町
の
神
山
検
校
の
旧
宅
に
引
越
す
。
こ
の
家
は
幽
霊
が
出
る
と

噂
さ
れ
て
い
た
の
を
、
セ
ン
セ
イ
は
平
気
で
買
い
取
っ
た
。
そ

し
て
十
一
月
二
十
日
夜
、
セ
ン
セ
イ
は
突
如
発
狂
し
、
弟
子
で

神
田
に
住
む
米
屋
・
秋
田
屋
久
左
衛
門
の
伸
・
久
五
郎
を
斬
り

つ
け
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
だ
。
伝
馬
町
の
牢
舎
に
入

れ
ら
れ
た
セ
ン
セ
イ
は
、
お
よ
そ
一
ヵ
月
後
の
十
二
月
十
八
日

側

４
理
』

夜
、
牢
中
で
死
亡
。
五
十
二
歳

だ
っ
た
。
「
幽
霊
の
タ
タ
リ
だ
」
と
人
々

は
恐
れ
お
の
の
い
た
。
友
人
・

杉
田
玄
白
は
密
か
に
遺
体
を
引

き
取
り
、
浅
草
総
泉
寺
に
埋
葬

し
た
の
だ
っ
た
。

こ
れ
に
も
別
説
が
あ
る
。
時

の
為
政
者
・
田
沼
意
次
の
密
書

を
弟
子
の
要
助
が
見
た
の
で
、

源
内
は
口
封
じ
の
た
め
に
惨
殺

し
た
。
田
沼
の
策
略
で
、
源
内

の
身
代
わ
り
と
し
て
殺
害
し
た

別
の
罪
人
を
源
内
が
死
ん
だ
こ

１１

と
と
し
て
、
源
内
を
夜
中
密
か
に
越
後
三
条
へ
と
逃
が
し
た
と

い
う
。
当
地
で
八
十
余
歳
ま
で
長
生
き
し
た
と
い
う
も
の
。
延

命
を
願
う
フ
ァ
ン
、
源
内
セ
ン
セ
イ
の
人
気
ぶ
り
が
知
れ
よ
う
。

源
内
殺
人
事
件
の
真
相
は
ナ
ゾ
？
ミ
ス
テ
リ
ー
に
包
ま
れ
て

い
る
。源
内
セ
ン
セ
イ
が
死
ん
だ
と
き
、
北
斎
は
二
十
歳
。
浮
世
絵

界
の
大
御
所
・
勝
川
春
章
門
か
ら
絵
師
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ

た
年
で
あ
っ
た
。

源
内
セ
ン
セ
イ
と
北
斎
と
の
接
点
が
あ
っ
た
か
？
ど
う
か
は

不
明
だ
が
、
北
斎
は
源
内
の
破
天
荒
な
生
き
ざ
ま
、
波
乱
万
丈

の
人
生
、
人
間
と
し
て
の
魅
力
に
、
大
い
な
る
共
鳴
を
抱
い
た

に
違
い
な
い
。

国
中
右
瑛
（
な
か
う
・
え
い
）

抽
象
画
家
。
浮
世
絵
・
夢
ニ
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神

戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動

美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
ど
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際

浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
著
書
多
数

鴎

平賀源内画「西洋夫人図」（油絵／神戸市立博物館蔵）
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皆
様
、
新
年
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

正
月
と
い
う
こ
と
で
、
め
で
た
い
話
で
も
書
こ
う
か
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
近
頃
い
っ
こ
う
に
、
め
で
た
い
気
分

に
な
れ
な
い
。
政
治
の
貧
困
か
ら
不
景
気
は
ま
す
ま
す
ひ

ど
く
な
る
一
方
だ
し
、
ま
る
で
理
解
の
で
き
な
い
犯
罪
も

増
加
の
一
途
で
す
し
ね
。
し
か
も
、
な
に
や
ら
き
な
臭
い
。

な
ん
だ
か
だ
と
理
屈
を
こ
れ
た
り
、
で
っ
ち
上
げ
て
、
ア

メ
リ
カ
が
イ
ラ
ク
に
戦
争
を
し
か
け
た
。
名
目
は
ど
う
あ

ろ
う
と
、
石
油
の
利
権
を
奪
い
た
い
と
い
う
腹
の
中
は
、

誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
す
よ
。
そ
の
尻
馬
に
乗
っ
て
、
日

本
が
軍
隊
を
出
す
と
い
う
。
あ
あ
、
い
や
だ
、
い
や
だ
。

あ
、
正
月
早
々
、
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
て
す
み
ま

せ
ん
ね
。
で
、
め
で
た
い
話
は
や
め
て
、
代
わ
り
と
い
っ

て
は
な
ん
で
す
が
、
お
も
い
っ
き
り
、
お
め
で
た
い
、
話

に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

神
戸
と
い
う
町
は
、
ご
存
じ
の
通
り
、
徳
川
幕
府
が
ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
列
強
国
の
圧
力
に
負
け
て
、
こ

こ
を
開
港
地
に
す
る
と
決
め
た
こ
と
で
生
ま
れ
た
新
都
市

餅
つ
き
歌

あ
さ
ぎ
ま
だ
ら

浅
黄
斑
八
作
家
Ｖ

絵
・
犬
童
徹

や
わ

■
み
だ
ら
夜
話
／
第
十
一
一
回

で
す
。
‐
横
浜
な
ん
か
も
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
そ
れ
以
前

に
兵
庫
と
い
う
古
く
か
ら
栄
え
た
港
町
は
あ
っ
た
。
今
も

兵
庫
区
に
佐
比
江
町
と
い
う
町
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
当

時
、
こ
こ
は
遊
女
の
町
だ
っ
た
。
摂
津
名
所
図
絵
に
も

「
佐
比
江
、
兵
庫
津
に
あ
り
。
こ
の
地
は
上
方
よ
り
の
入

り
口
に
し
て
、
常
に
賑
わ
し
。
ち
や
や
、
う
か
れ
め
の
家

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
え
て
、
琴
、
三
味
線
を
な
ら
し
旅
客

の
袖
を
引
く
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
佐
比
江
に
奈
良
屋
と
い
う
老
舗
の
お
茶
屋

が
あ
っ
て
、
明
治
維
新
後
は
東
柳
原
町
に
引
っ
越
し
て
料

亭
を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
。
古
き
良
き
時
代
の
話
で
す
。

古
老
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
奈
良
屋
の
餅
つ
き
風

景
が
、
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
太
格
子
の

内
側
の
土
間
に
多
く
の
芸
者
衆
が
集
ま
り
、
三
味
線
や
太

鼓
で
賑
や
か
に
「
餅
つ
き
歌
」
を
歌
い
な
が
ら
餅
を
つ
い

た
と
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
歌
詞
と
い
う
の
が
、
め
ち
や

く
ち
や
に
、
い
や
ら
し
い
。
い
や
、
お
も
し
ろ
い
ん
で
す

ね
。
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と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
が
正
月
部
分
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

現
代
人
に
は
分
か
り
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
い
た

る
と
こ
ろ
に
掛
け
こ
と
ば
や
譜
誰
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
ん

で
す
が
、
あ
な
た
に
は
い
く
つ
分
か
り
ま
し
た
か
。
で
き

れ
ば
、
詳
細
に
解
説
を
施
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
ち
ょ
っ

と
紙
数
が
足
り
ま
せ
ん
。

そ
う
だ
。
今
、
思
い
つ
い
た
の
で
す
が
、
い
っ
そ
の
こ

と
、
こ
の
「
十
二
月
」
の
歌
詞
を
、
本
誌
二
月
号
に
は
二

月
の
分
を
、
三
月
号
に
は
三
月
分
を
紹
介
し
つ
つ
、
本
年

の
「
み
だ
ら
夜
話
」
の
シ
リ
ー
ズ
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
か

ね
。
よ
し
、
そ
う
し
よ
う
、
そ
う
し
よ
う
。
（
勝
手
に
決

め
る
な
と
編
集
長
の
声
が
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
も
す
る
が
、

一
応
、
無
視
）

で
は
、
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
と
り
あ
え
ず
は
注

解
に
取
り
か
か
り
ま
す
か
。

正
月
の
行
事
で
、
ま
ず
大
切
な
の
は
姫
始
め
だ
と
い
う

ん
で
す
な
。
こ
れ
は
一
月
二
日
で
す
。
士
農
工
商
、
お
し

な
べ
て
事
始
め
の
日
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
、
も
ち
ろ
ん
、

皆
様
が
想
像
す
る
姫
始
め
の
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
か

に
も
い
ろ
ん
な
説
が
あ
り
ま
す
。

興
味
あ
る
人
は
辞
書
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
と

こ
ろ
で
、
あ
ら
無
情
に
も
紙
数
が
尽
き
ま
し
た
。

じ
ゃ
あ
、
続
き
は
来
月
号
で
１
．

蕊
目
浅
黄
斑
（
あ
さ
ぎ
ま
だ
ら
）
推
理
作
家
。
一
九
四
六
年
神
戸

市
生
ま
れ
。
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
在
住
。
一
九
九
二
年
小
説
推

理
新
人
賞
、
一
九
九
五
年
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
大
賞
を
受
賞
。
日

本
文
芸
家
協
会
、
日
本
推
理
作
家
協
会
な
ど
に
所
属
す
る
と
と
も

に
、
日
本
文
芸
家
ク
ラ
ブ
関
西
支
部
長
。
「
き
ょ
う
も
風
さ
え
吹

き
す
ぎ
る
」
「
ち
よ
ん
が
れ
西
鶴
」
「
走
る
死
体
」
「
神
戸
・
真
夏

の
雪
祭
り
殺
人
事
件
」
な
ど
著
書
多
数
。

３

こ
の
歌
の
名
は
「
十
二
月
」
と
い
っ
て
、
歌
詞
の
中
に
、

正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
行
事
を
巧
み
に
読
み
込
ん
で
い

ま
す
。
曲
の
ほ
う
は
と
い
う
と
、
実
は
子
供
た
ち
の
手
ま

り
歌
で
、
い
わ
ば
替
え
歌
で
す
。
ち
な
み
に
「
じ
ゅ
う
に

が
つ
」
と
は
読
ま
ず
に
、
「
じ
ゅ
う
に
つ
き
」
と
読
ん
で

く
だ
さ
い
。
餅
つ
き
だ
け
に
「
十
二
突
き
」
と
し
ゃ
れ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
の
を
「
掛
け
こ
と
ば
」
と
言

い
ま
す
。

こ
の
歌
が
生
ま
れ
た
の
は
、
大
坂
の
新
町
と
い
う
遊
郭

で
、
江
戸
は
文
化
期
の
こ
と
で
す
。

当
時
、
「
新
町
焼
け
」
と
呼
ば
れ
た
大
火
が
あ
っ
て
、

復
興
は
し
た
も
の
の
、
な
か
な
か
以
前
の
よ
う
な
賑
わ
い

が
取
り
一
戻
せ
な
い
。
そ
こ
で
年
寄
上
座
の
扇
屋
四
郎
兵
衛

と
い
う
人
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
空
前
絶
後
の
大
趣
向
で
餅

つ
き
大
会
を
開
い
た
。
そ
れ
が
嘉
永
二
年
の
こ
と
で
し
た

が
、
な
ん
と
、
こ
の
歌
が
大
評
判
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

あ
げ
く
は
本
歌
取
り
で
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
ち
ら
の
ほ

う
が
手
ま
り
歌
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
子
供
た
ち
に
歌
わ

れ
る
始
末
。
で
も
、
先
ほ
ど
も
書
き
ま
し
た
が
、
か
な
り

エ
ッ
チ
な
内
容
で
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
始
ま
り
ま
す
。

「
ま
ず
初
春
の
、
暦
開
け
ば
心
地
よ
い
ぞ
や
、
み
な
姫

は
じ
め
、
ひ
と
つ
正
月
年
を
重
ね
て
、
弱
い
お
客
は
つ
い

門
口
で
、
お
礼
申
す
や
、
新
造
か
む
ろ
は
、
例
の
か
わ
ら

け
と
り
ど
り
に
、
な
ず
な
七
草
、
は
や
し
立
つ
れ
ば
、
心

え
び
す

し
め

い
き
い
き
、
つ
い
お
戎
と
、
じ
っ
と
手
に
手
を
〆
の
内
と

て
、
奥
も
二
階
も
、
羽
根
や
手
ま
り
の
、
拍
子
そ
ろ
え
て
、

音
も
と
ん
ど
と
、
突
い
て
も
ら
え
ば
骨
正
月
に
」
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一
‐
タ
ク
シ
ー
拾
っ
て
来
た
ん
よ
ｃ
運
転
手
さ
ん
に
『
分

か
り
に
く
い
と
こ
や
け
ど
、
行
っ
て
く
れ
は
る
？
ほ
ん
ま

や
や
こ
し
い
と
こ
な
ん
よ
』
ゆ
う
て
、
こ
う
行
っ
て
、
あ

あ
行
っ
て
、
て
説
明
し
た
ら
ね
、
『
知
っ
て
る
、
知
っ
て

る
。
そ
こ
、
け
っ
た
い
な
マ
ス
タ
ー
が
お
る
喫
茶
店
や
ろ
』

言
わ
は
っ
て
驚
い
た
ん
よ
◎
こ
こ
結
構
有
名
に
な
っ
て
る

ん
や
ね
」

足
立
成
子
さ
ん
、
銘
歳
。
若
い
と
き
は
女
優
の
大
空
真

弓
に
似
て
い
る
と
言
わ
れ
た
美
人
で
あ
る
。
こ
の
連
載
エ
ッ

セ
ー
の
挿
絵
を
描
い
て
下
さ
っ
て
い
る
菅
原
洗
人
さ
ん
の

大
豆

出
石
ア
カ
ル

絵
・
菅
原
洗
人

■
連
載
エ
ッ
セ
ー
／
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
⑱

フ
ァ
ン
で
、
う
ち
の
店
で
行
わ
れ
る
洗
人
画
伯
の
個
展
で

は
、
毎
回
の
よ
う
に
作
品
を
購
入
し
て
下
さ
る
。

最
近
、
息
子
さ
ん
に
お
嫁
さ
ん
が
来
て
足
立
さ
ん
は
、

こ
の
お
嫁
さ
ん
が
自
慢
で
あ
る
。
縁
が
遠
く
て
心
配
し
て

い
た
の
だ
っ
た
。
き
れ
い
で
上
品
で
明
る
く
て
気
さ
く
な
、

本
当
に
い
い
お
嫁
さ
ん
で
あ
る
。
待
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た

と
い
う
も
の
だ
。

そ
の
お
嫁
さ
ん
と
一
緒
に
来
て
下
さ
っ
た
時
の
こ
と
。

「
あ
ん
な
不
っ
細
工
な
息
子
に
、
ほ
ん
ま
に
え
え
人
が

当
た
っ
て
．
．
．
」
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大
切
な
も
ん
や
と
知
っ
て
た
ん
や
け
ど
ね
。
そ
し
た
ら
そ

の
時
、
思
い
が
け
な
く
早
く
母
が
帰
っ
て
来
て
ね
、
わ
た

し
ど
こ
へ
隠
そ
う
か
と
あ
わ
て
て
し
ま
っ
た
ん
よ
・
と
こ

ろ
が
そ
の
様
子
を
見
た
母
の
口
か
ら
出
た
言
葉
は
、
『
あ

ん
た
ら
、
夕
飯
の
用
意
し
て
く
れ
て
る
の
ね
え
』
や
っ
た

ん
よ
・
わ
た
し
は
こ
ん
な
悪
い
こ
と
を
し
て
る
の
に
、
お

母
さ
ん
は
そ
う
思
っ
て
い
な
い
、
と
思
た
ら
涙
が
あ
ふ
れ

そ
う
に
な
っ
て
ね
。
そ
の
日
の
こ
と
が
胸
の
奥
に
あ
っ
て
、

わ
た
し
は
自
分
の
子
ど
も
の
こ
と
を
信
じ
き
る
こ
と
に
し

て
る
ん
よ
」

こ
れ
と
よ
く
似
た
話
を
「
白
米
」
と
題
し
て
以
前
こ
の

柵
に
書
い
た
。
や
は
り
終
戦
直
後
、
両
親
た
ち
が
畑
へ
行
っ

て
い
る
間
に
、
姉
弟
で
貴
重
な
白
米
を
炊
い
た
話
だ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
人
は
食
べ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
両
親
が
帰
っ

て
来
て
思
い
っ
き
り
叱
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
引
き

か
え
、
こ
の
足
立
さ
ん
は
、
運
が
い
い
と
言
う
ほ
か
な
い
。

し
か
し
そ
の
時
は
、
い
っ
そ
こ
つ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
方
が

心
の
傷
は
後
に
残
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま

た
母
親
の
優
し
い
言
葉
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
後
に
素
晴

ら
し
い
子
育
て
が
出
来
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
覇
お
嫁
さ
ん
の
前
で
そ
の
主
人
で
も
あ

る
息
子
を
「
不
っ
細
工
な
男
」
と
言
っ
て
の
け
て
平
然
と

ま
。

い
ず
し
・
あ
か
る
埴
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火
曜
日
」
同
人
。
兵
庫
県

現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
（
編
集
工
房
ノ
ア
刊
）
に
て
、

２
０
０
２
年
度
第
訓
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。

1１５

お
嫁
さ
ん
を
前
に
し
て
お
っ
し
ゃ
る
。
お
嫁
さ
ん
、
あ

き
れ
て
、
「
何
ゆ
う
て
は
り
ま
す
の
ん
お
母
さ
ん
。
私
の
主
人
で

す
よ
。
ほ
ん
ま
は
、
私
と
お
母
さ
ん
だ
け
は
、
あ
の
人
の

こ
と
ハ
ン
サ
ム
や
と
思
っ
て
る
の
で
し
よ
」

私
と
お
母
さ
ん
だ
け
は
、
と
い
う
の
が
こ
れ
又
お
か
し

い
。

今
回
、
話
が
ど
こ
へ
飛
ぶ
や
ら
分
か
ら
な
い
。
と
言
う

の
も
、
こ
の
足
立
さ
ん
と
い
う
人
、
頭
の
回
転
が
す
こ
ぶ

る
早
く
て
、
こ
ち
ら
が
つ
い
て
行
け
な
い
こ
と
が
多
い
の

だ
。
用
事
が
あ
っ
て
電
話
を
し
て
も
、
「
あ
っ
、
丁
度
良

か
っ
た
」
と
言
っ
て
自
分
の
用
件
を
話
し
始
め
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
あ
る
。
電
話
を
切
っ
て
か
ら
、
こ
ち
ら
の
話

を
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た
り
す
る
。

こ
の
人
と
、
以
前
あ
る
選
挙
で
同
じ
立
候
補
者
を
応
援

し
て
運
動
を
共
に
し
た
こ
と
が
あ
る
（
選
挙
運
動
し
た
の

は
、
初
め
て
だ
っ
た
。
後
に
も
先
に
も
、
そ
れ
一
回
切
り
。

残
念
な
が
ら
負
け
た
。
も
う
や
ら
な
い
）
。
と
こ
ろ
が
彼

女
の
ご
主
人
は
、
対
立
候
補
の
応
援
を
し
て
い
て
、
や
は

り
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
主
人
も
ち
ょ
っ
と
そ
そ
っ
か
し

く
て
、
う
ち
の
店
に
ま
で
そ
の
対
立
候
補
の
後
援
会
に
入
っ

て
く
れ
と
言
っ
て
来
た
り
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て

こ
の
夫
婦
、
仲
が
悪
い
わ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
に
認
め

合
っ
て
い
て
、
自
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
話
が
飛
ん
だ
が
、
と
に
か
く
彼
女
、
魅
力
的
な
女

性
で
あ
る
。
そ
の
彼
女
の
思
い
出
話
。

「
終
戦
直
後
の
こ
と
や
け
ど
ね
、
わ
た
し
と
妹
と
で
、

親
の
目
え
盗
ん
で
大
豆
煎
っ
て
た
ん
よ
・
夕
飯
ま
で
待
て

な
く
て
ね
。
そ
れ
は
家
族
に
と
っ
て
、
そ
の
日
の
夕
飯
に
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